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●《特集１》親子で遊べるおすすめ施設・公園
●参議院議員通常選挙／消防士募集
●《特集２》古文書整理ボランティアの活動
●緊急経済対策 ほか
●市長とふれあいトーク
●中山間地域等直接支払制度
●FM告知受信機／プラネタリウム ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい！昔 ほか
●まちの話題TOWN TOPICS／はたログ
●お知らせ・ガイド ほか
●この時　熱中・夢中

　6月11日㈮、松葉荘（霜条）で木工教室が開催されました。
これは川西建築組合（川西商工会建築部会）が毎年行って
いる地域貢献の一つ。今年は、緑の少年団として活動してい
る上野小学校の5年生16人を対象に、鳥の巣箱作りを指導
しました。児童たちは慣れない手つきで巣箱を作った後、周
辺の立木に巣箱を設置し、鳥の訪れを待っていました。

　6月11日㈮、松葉荘（霜条）で木工教室が開催されました。
これは川西建築組合（川西商工会建築部会）が毎年行って
いる地域貢献の一つ。今年は、緑の少年団として活動してい
る上野小学校の5年生16人を対象に、鳥の巣箱作りを指導
しました。児童たちは慣れない手つきで巣箱を作った後、周
辺の立木に巣箱を設置し、鳥の訪れを待っていました。

6月11日㈮、松葉荘（霜条）で木工教室が開催されました。6月11日㈮、松葉荘（霜条）で木工教室が開催されました。6月11日㈮、松葉荘（霜条）で木工教室が開催されました。6月11日㈮、松葉荘（霜条）で木工教室が開催されました。

鳥のおうちできた鳥のおうちできた鳥のおうちできた
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平
成
８
年
に
開
業
し
た
、
市
内
最
大

の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」。

イ
タ
リ
ア
語
で
「
美
し
き
ふ
る
さ
と
」

と
名
付
け
ら
れ
た
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
イ
タ
リ
ア
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
美
し
い
光
景
が
広
が
り
ま

す
。
敷
地
面
積
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
約
10
倍
。
自
然
豊
か
で
広
大
な

施
設
内
に
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
あ

り
、
宿
泊
者
が
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
中
に
は
親
子
連

れ
が
日
帰
り
で
楽
し
め
る
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
充
実
し
て
い
て
、
施
設
内
で
楽

し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
内
に
は
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ラ
ウ
ン
ジ
も
あ
り
、
優
雅
な
気

分
で
食
事
を
し
た
り
休
憩
し
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
８
月
下
旬
以
降
に
は
、
自
然
体
験
活

動
の
拠
点
施
設
「
森
の
ホ
ー
ル
」「
水

辺
の
ホ
ー
ル
」
も
誕
生
し
ま
す
。
当
間

エ
リ
ア
周
辺
に
住
む
生
き
物
を
間
近
で

観
察
し
、「
自
然
と
の
共
生
」
の
大
切

さ
を
学
び
な
が
ら
体
験
で
き
ま
す
。

　
室
内
温
水
プ
ー
ル
や
子
ど
も
用
プ
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
水
着
や
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

■
料
金

：

大
人
８
０
０
円
、
４
歳
以
上

　
小
学
生
以
下
５
０
０
円

プ
ー
ル
＆
ス
パ

　
季
節
の
花
々
に
囲
ま
れ
た
18
ホ
ー
ル

の
パ
タ
ー
コ
ー
ス
で
す
。
芝
は
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
と
同
じ
天
然
芝

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
料
金

：

大
人
８
０
０
円
、
４
歳
以
上

　
小
学
生
以
下
５
０
０
円

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
隣
の
セ
ン
ト

ラ
ル
レ
イ
ク
で
は
コ
イ
釣
り
を
キ
ャ
ッ

チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
で
楽
し
め
ま
す
。

■
料
金

：

１
回
８
０
０
円
（
用
具
レ
ン

　
タ
ル
・
え
さ
代
含
む
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

　
季
節
の
花
々
を
見
な
が
ら
、
心
地
よ

い
風
を
感
じ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

■
料
金

：

大
人
用
８
０
０
円
、
４
歳
以

　
上
小
学
生
以
下
用
５
０
０
円
※
い
ず

　
れ
も
２
時
間
、
電
気
自
転
車
あ
り

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　もうすぐ夏本番。休みの日は海に山にと計画している人も多いことでしょう。遠くに

出かけるのも楽しいですが、市内には親子連れで楽しめる施設や、気軽に行ける公園が

たくさんあります。今回の市報では、親子で楽しめる施設や公園を紹介します。

　
ク
ラ
ブ
を
使
い
ボ
ー
ル
を
フ
ラ
ッ
グ

に
く
っ
つ
け
た
ら
ゴ
ー
ル
と
い
う
簡
単

な
ル
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
。
子
ど
も
で
も
簡

単
に
遊
べ
ま
す
。

■
料
金

：

大
人
８
０
０
円
、
４
歳
以
上

　
小
学
生
以
下
５
０
０
円

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス

　
ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
10
分
く
ら
い
の

と
こ
ろ
に
、
色
と
り
ど
り
の
花
鉢
に
囲

ま
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ウ
ス
内
で
は
当
間
の
自
然
が
与

え
て
く
れ
る
木
や
実
、
花
を
使
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
教
室
を
体
験
で
き
ま
す
。
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
木
の
実
の
リ
ー
ス
、

押
し
花
の
し
お
り
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど

が
作
れ
ま
す
。

■
所
在
地

：

珠
川

■
問
合
せ

：
　

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

　
☎
７
５
８

｜

４
８
８
８

プ
ー
ル
＆
ス
パ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
、
い
ず
れ
も
受
付

は
フ
�
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト　

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

﹇
十
日
町
橋
﹈

信
濃
川

飯
山
線

ほくほく線

至六日町

至南魚沼

至大沢山
　トンネル

至
上
越

至犀潟

至小千谷

至長野 至津南

至越後川口

当間高原
リゾート入口

当間高原リゾート
ベルナティオ

十
日
町
駅

117

253253

●越後水沢郵便局

施 設 公 園親子
で遊べる

おすすめ

■
営
業
時
間

：

午
前
９
時
�
午
後
５
時

■
営
業
時
間

：

午
前
９
時
�
午
後
９
時

特集１
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ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
眼
下
に

十
日
町
市
街
地
が
広
が
り
、
越
後
三
山

や
谷
川
連
峰
を
見
渡
せ
る
高
台
に
位
置

す
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
遊
具
を
完

備
し
た
芝
生
広
場
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
最

適
。
愛
犬
と
遊
べ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
ほ

か
、
県
内
最
大
級
の
広
さ
を
誇
る
18
ホ

ー
ル
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も
あ
り

　
愛
犬
と
思
い
っ
き
り
楽
し
め
ま
す
。

■
料
金

：

４
０
０
円

ド
ッ
グ
ラ
ン　

わ
ん
パ
ー
ク

　
県
内
最
大
級
全
18
ホ
ー
ル
の
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
。

■
料
金

　
大
　
人
８
０
０
円
（
18
ホ
ー
ル
）

　
小
学
生
５
０
０
円
（
18
ホ
ー
ル
）

　
シ
ー
ズ
ン
券
３
、
０
０
０
円

※
パ
タ
ー
と
ボ
ー
ル
貸
出
料
金
含
む

※
団
体
（
10
人
以
上
）
は
１
人
当
た
り

　
２
０
０
円
割
引

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

ま
す
。
施
設
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

り
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
敷
地
内
に
は
大
地
の
芸
術
祭
の
作

品
が
点
在
し
て
い
て
、
親
子
で
芸
術
鑑

賞
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
は
節

黒
城
跡
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
、
テ
ン
ト

や
コ
テ
ー
ジ
に
宿
泊
し
な
が
ら
雄
大
な

自
然
を
楽
し
め
ま
す
。

■
営
業
時
間

：

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
所
在
地

：

上
野

■
問
合
せ

：

サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ

　
☎
７
６
８

｜

４
４
１
９
　

芝生広場

　1.3ヘクタールの芝生広場。広場内には遊具もあります。

■料金：無料

■
所
在
地

：

芋
川

■
問
合
せ

：

中
里
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
７
６
３

｜

２
５
１
１

芝
生
で
楽
し
む
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
。
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
は
、
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す

清
田
山
自
然
運
動
公
園

■
所
在
地

：

清
田
山

■
問
合
せ

：

清
田
山
自
然
運
動
公
園

　
☎
７
６
３

｜

３
０
０
１

　
日
本
一
の
河
岸
段
丘
を
一
望
で
き
る

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
家
族
連
れ
で
楽
し
め
ま
す
。
機
材
は

レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
清
津
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
、
清
津
川

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
。
芝
生
が
一
面
に

広
が
り
、
清
津
川
の
清
流
を
引
い
た
親

水
ゾ
ー
ン
で
は
水
遊
び
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
に
は
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

場
が
あ
り
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
用
の
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
隣
接
す
る
温
泉

施
設
「
ゆ
く
ら
妻
有
」
で
無
料
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

約
８
０
、０
０
０
㎡
の
敷
地
内
で

自
由
に
遊
べ
ま
す

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

●光の館

●十日町市役所
　川西支所

●川西中至上越

信濃川

　●
川西高校

GS●

至柏崎

至栄橋

252

252

［妻有大橋］

ナカゴグリーンパーク

至石打

清津川

釜川

﹇
倉
俣
大
橋
﹈

●GS

●
ゆ
く
ら
妻
有

●
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

353

清田山自然運動公園

至石打

清津川

信
濃
川

飯
山
線

［清津大橋］ ［倉俣大橋］

●GS

●十日町市役所
　中里支所

越
後
田
沢
駅

至十日町市街

至津南

至越後
　川口

至長野

ゆくら妻有●

117

353

清津川
フレッシュパーク
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大
厳
寺
高
原

■
所
在
地

：

天
水
越

■
問
合
せ

：

㈲
湯
米
心
ま
つ
の
や
ま

　
☎
５
９
６

｜

２
４
０
２

　
標
高
８
０
０
m
に
広
が
る
大
厳
寺
高

原
で
は
、
野
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
遊

歩
道
を
散
策
で
き
る
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ

や
つ
り
、
テ
ニ
ス
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
も

楽
し
め
ま
す
。

神
明
水
辺
公
園

■
所
在
地

：

貝
ノ
川

■
問
合
せ

：

都
市
計
画
課

　
☎
７
５
７

｜

９
９
３
７

　
平
成
12
年
度
に
国
の
「
手
づ
く
り
郷

土
賞
」
を
受
賞
し
た
親
水
公
園
。
貝
野

川
の
ほ
と
り
に
位
置
し
、
水
遊
び
が
で

き
ま
す
。
園
内
に
は
カ
ッ
パ
の
石
像
が

配
置
さ
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

月
見
ヶ
原
公
園

■
所
在
地

：

伊
友

■
問
合
せ

：

川
西
支
所
農
林
建
設
課

　
☎
７
６
８

｜

４
９
６
１

　
千
手
観
音
の
隣
に
位
置
す
る
月
見
ヶ

原
公
園
。
園
内
に
は
池
が
あ
り
、
池
の

周
り
を
散
策
で
き
ま
す
。
子
ど
も
向
け

の
遊
具
も
設
置
さ
れ
、
親
子
で
自
然
や

歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
公
園
で
す
。

上
山
児
童
遊
園
地

■
所
在
地

：

上
山

■
問
合
せ

：

中
里
支
所
市
民
課

　
☎
７
６
３

｜

３
１
２
１

　
中
里
の
市
街
地
が
一
望
で
き
る
高
台

に
あ
る
児
童
公
園
。
園
内
に
は
、
昨
年

再
塗
装
し
た
ブ
ラ
ン
コ
や
ジ
ム
を
は
じ

め
13
基
の
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

ユ
ー
モ
ー
ル　

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

■
所
在
地

：

山
崎

■
問
合
せ

：

ユ
ー
モ
ー
ル

　
☎
７
６
３

｜

２
４
１
４

　
中
里
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ユ
ー

モ
ー
ル
２
階
に
あ
る
こ
ど
も
の
ひ
ろ

ば
。
施
設
内
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も

あ
り
、
毎
週
日
曜
日
、
午
前
11
時
か
ら

定
期
投
影
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
情
報
館

■
所
在
地

：

西
本
町
２

■
問
合
せ

：

情
報
館

　
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０

　
情
報
館
に
は
、
子
ど
も
向
け
の
本
や

絵
本
が
約
２
８
、０
０
０
冊
あ
り
ま
す
。

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
想
像
力
を
高
め
、
親
子
の
信
頼
関

係
を
築
く
の
に
役
立
ち
ま
す
。

森
の
学
校
「
キ
ョ
ロ
ロ
」

■
開
館
時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
火
曜
日
休
館

■
入
館
料

：

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
・

　
高
生
３
０
０
円

※
市
内
小
・
中
学
生
無
料

■
所
在
地

：

松
之
山
松
口

■
問
合
せ

：

キ
ョ
ロ
ロ

　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１

　
キ
ョ
ロ
ロ
は
市
民
や
大
学
・
民
間
企

業
と
い
っ
し
ょ
に
、
地
域
の
自
然
を
中

心
に
研
究
し
て
い
る
科
学
館
で
す
。
館

内
に
は
自
然
を
題
材
に
し
た
展
示
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
親
子
で
自
然
に
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
森
の
水
族
館

　
市
内
に
生
息
す
る
魚
や
カ
エ
ル
、
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
水
辺
の
生
き
物
を
飼

育
展
示
し
て
い
ま
す
。

◆
生
き
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

　
ヘ
ビ
お
さ
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
生
き
物
と
触
れ

合
え
ま
す
。

◆
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
市
内
の
宝
物
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
工
房

　
自
然
素
材
を
使
っ
て
物
づ
く
り
体
験

が
で
き
ま
す
。
※
材
料
費
３
０
０
円
〜

雨でも楽しめる施設

至津南

至津南

　●
松之山温泉
スキー場

松里小●

353

353

405

405

十日町市役所●
松之山支所

松之山温泉街

大厳寺高原

飯
山
線

越
後
田
沢
駅

至十日町市街

上村病院
　●

至越後
　川口

117

353

至石打

至津南至長野

田沢小●

●十日町市役所
　中里支所

ユーモール
こどものひろば

川西中●

●上野小

至柏崎

至栄橋

●
千手観音

川西高校
　●

252

252

●十日町市役所
　川西支所

月見ヶ原公園

下条中●

みよしの湯●

252
［栄橋］

至
柏
崎

信
濃
川

至津南 至長野

至小千谷 至越後川口

117

飯
山
線

神明水辺公園
飯
山
線本

町
西
線

●
ク
ロ
ス
10

●
キ
ナ
ー
レ

十
日
町
駅

至小千谷

ほくほく線

至妻有大橋 至菅沼

至越後
　川口

117

至津南至長野

駅通り

●市総合体育館●市総合体育館

●市博物館

十日町
情報館

353

353

●
十
日
町
市
役
所

　松
之
山
支
所

●
十
日
町
市
役
所

　松
之
山
支
所

至松之山温泉街

松之山中
　●

至津南

至上越・松代 美人林
　　●

森の学校
「キョロロ」

飯
山
線

越
後
田
沢
駅

至十日町市街

上村病院
　●

至越後
　川口

117

十日町市役所
中里支所

至
な
か
さ
と

　清
津
ス
キ
ー
場

353

至石打
至津南至長野

田沢小●

●

上山児童遊園地
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投
票
資
格

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
人

②
７
月
11
日
現
在
で
満
20
歳
（
平
成
２

　
年
７
月
12
日
生
ま
れ
ま
で
）
以
上
の

　
日
本
人

③
平
成
22
年
３
月
23
日
以
前
か
ら
十
日

　
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
　

※
３
月
24
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、

　
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
す

 

入
場
券

　
入
場
券
は
、
は
が
き
で
お
届
け
し
ま

す
。
は
が
き
は
、
表
と
裏
の
下
の
す
み

の
表
示
か
所
を
は
が
す
と
、
三
つ
折
り

に
な
っ
た
入
場
券
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
シ
ン
目
で
切
り
離
し
、
各
自
が
投
票

の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
、

投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。

 

投
票
時
間

　
投
票
は
、
全
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
終
了

時
間
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票

終
了
時
間
と
投
票
所
を
よ
く
確
認
し
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
字
が
書
け
な
い
人
は
、
申
出
に
よ
り

　
投
票
管
理
者
の
指
定
し
た
係
員
が
代

　
理
で
記
入
し
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す

 

投
票
の
順
序

①
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
（
薄
い
黄
色

　
の
用
紙
）
…
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
白
色
の

　
用
紙
）
…
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

　
た
候
補
者
ま
た
は
候
補
者
名
簿
を
届

　
け
出
た
政
党
な
ど
の
名
称
（
略
称
も

　
可
）
を
記
入

 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投
票
所

に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券

が
届
い
て
い
な
い
人
も
投
票
は
で
き
ま

す
が
、
届
い
て
い
た
ら
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

■
期
日
前
投
票

　
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
そ

の
場
で
直
接
投
票
箱
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
は
、
下

表
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
都
合
の

良
い
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
、
学
生
や
仕
事

な
ど
で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る
人
、

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
人
は
、
投
票
用
紙
を
専

用
封
筒
に
封
入
し
て
署
名
す
る
不
在
者

投
票
と
な
り
ま
す
。
学
生
や
仕
事
な
ど

で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る
人
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

　
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院
・

　
施
設
の
担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ

　
い

 

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
事
前
に
「
郵
便
投
票
等

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
交
付
の
日
か

ら
７
年
間
（
要
介
護
者
は
介
護
認
定
の

有
効
期
間
）
有
効
で
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ

　
か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の

　
障
が
い
の
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

　
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
１
級

　
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
１
級
か
ら

　
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の

　
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
特
別
項

　
症
か
ら
第
２
項
症

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

　
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い

 

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
の

 

代
理
記
載
制
度

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
次
の
障
が
い

　
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
１

　
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
障
が
い
が
記

　
載
さ
れ
て
い
る
人

・
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
特

　
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

 

開
　
票

■
日
　
時

：

７
月
11
日
㈰
午
後
９
時
～

■
会
　
場

：

市
総
合
体
育
館

※
開
票
状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp

://w
w

w
.city

.to
k
a
m

a
ch

i.

　n
iig

a
ta

.jp
/

）
に
随
時
ア
ッ
プ
す
る

　
ほ
か
、
開
票
所
で
も
公
表
し
ま
す

　
の
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区
分
が

　「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

　
人

※
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

　
求
期
限
は
、
投
票
日
の
４
日
前
の
７

　
月
７
日
㈬
で
す

第
22
回 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
６
月
24
日
㈭
に
公
示
、
7
月
11
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
国
の
進
路
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

：

選
挙
管
理
委
員
会（
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
―
３
１
９
１

投
票
日
：
７
月
11
日
㈰

投　票　所 受付期間 受付時間

 十日町保健センター
 （市役所隣）１階選挙事務室

６月25日㈮
〜７月10日㈯

午前８時30分
〜午後８時

 川西地域活性化センター
 （川西支所裏）１階地域活動室

７月４日㈰
〜10日㈯

午前８時30分
〜午後７時

 中里支所３階中会議室

 松代支所２階

 松之山支所１階

※期日前投票所によって、受付期間と時間が異なりますのでご注意ください

【期日前投票所の受付期間と時間】

◎
募
集
職
種
・
人
数

　
消
防
士
（
上
級
及
び
初
級
）
若
干
名

◎
受
験
資
格

共
通

：

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
人
（
平
成
23
年
４
月
１
日

　
現
在
25
歳
以
下
の
人
）
②
身
体
強
健

　
で
、
大
型
自
動
車
運
転
免
許
取
得
可

　
能
な
人
③
採
用
後
、
十
日
町
地
域
広

　
域
事
務
組
合
管
内
（
十
日
町
市
・
津

　
南
町
）
に
居
住
可
能
な
人

上
級

：

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業

　
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

初
級

：

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

　
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
、
短
期

　
大
学
な
ど
上
位
の
学
校
の
卒
業
者
ま

　
た
は
在
学
者
含
む
）

◎
試
験
方
法

【
第
１
次
試
験
（
８
月
22
日
㈰
）】

会
場

：

受
験
者
に
通
知

試
験
科
目

：

教
養
試
験
、
消
防
適
性
検

　
査
、
作
文
、
体
力
試
験

【
第
２
次
試
験
（
９
月
中
）】

会
場

：

受
験
者
に
通
知

試
験
科
目

：

口
述
試
験
、
身
体
検
査

◎
受
験
申
込
み

　
７
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
の
間
に
、
十
日
町
地

域
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
９
４
８
―
０

０
３
６
十
日
町
市
北
新
田
１
―
10
）
に

必
要
書
類
を
提
出（
書
留
で
の
郵
送
可
、

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
み
」
と
朱
書

き
す
る
こ
と
）

※
７
月
20
日
の
消
印
有
効

◎
必
要
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、
各

分
署
・
分
遣
所
に
配
置
。
請
求
は
土
・

日
曜
日
、
時
間
外
で
も
可
。
郵
送
で
の

請
求
は
上
級
・
初
級
の
区
分
を
明
記

し
、
80
円
切
手
（
定
形
外
は
１
２
０

円
）
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
消
防
本
部
総
務
課
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.to
k

a
m

a
c
h

i-

k
o
u
ik

i.jp
/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

②
最
終
卒
業
校
（
１
年
制
専
門
学
校
の

　
場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績
証
明
書

※
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も

　
の

③
卒
業
見
込
者
は
卒
業
見
込
証
明
書

④
80
円
切
手
２
枚
（
通
知
用
）

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
職
員
（
消
防
士
）
募
集

平成23年度

◎
問
合
せ

十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
　
　
総
務
課
庶
務
係

☎
７
５
７
―
１
５
５
６
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震
災
か
ら
緊
急
避
難
、
整
理
作
業
を
経
て
、
市
の
文
化
財
指
定
へ

　
平
成
22
年
３
月
「
縮
問
屋
加
賀
屋
資
料
」
が
十
日
町
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
中
越
大
震
災
後
、
情
報
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
き
た
「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
２
年
半
に
及
ぶ
地
道
な
活
動
の
成
果
で
す
。
指
定
を
機
に
、
そ
の
道
筋

を
た
ど
り
ま
す
。

◆
十
日
町
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
・
加
賀

屋
文
書
　

　
縮
問
屋
加
賀
屋
・
蕪
木
家
（
西
寺
町
）

は
、
２
７
０
年
前
の
江
戸
時
代
に
創
設

さ
れ
、
十
日
町
で
は
最
大
手
の
縮
問
屋

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
明
治
33
年
（
１

９
０
０
）
の
十
日
町
大
火
で
も
奇
跡
的

に
焼
け
残
り
、
加
賀
屋
の
「
開
か
ず
の

蔵
」
の
中
に
は
、
商
家
の
経
営
資
料
や

江
戸
か
ら
明
治
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
が
整
然
と
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
震
災
で
行
き
場
を
失
っ
た
文
書

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
16
年
10
月
23
日
に

発
生
し
た
中
越
大
震
災
で
壁
が
崩
れ
、

土
蔵
を
取
り
壊
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
所
有
者
と
相
談
し
た
結
果
、

行
き
場
を
失
っ
た
古
文
書
な
ど
の
資
料

一
括
を
、
情
報
館
で
預
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
11
月
に
入
っ
て
３
日
が
か
り
で
土
蔵

か
ら
運
び
出
さ
れ
、
情
報
館
の
車
庫

い
っ
ぱ
い
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
古
文
書

や
縮
の
見
本
裂
な
ど
は
、お
よ
そ
６
３
、

０
０
０
点
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

◆
膨
大
な
資
料
を
ど
う
す
る
か

　
膨
大
な
資
料
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
情
報
館
の

古
文
書
収
蔵
庫
に
格
納
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
加
賀
屋
以
外
の
被
災
し
た
文
書

も
情
報
館
に
集
ま
り
始
め
て
い
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
資
料
の
多
さ
に
情
報
館

の
職
員
が
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
き
、

震
災
直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

い
た
丸
山
克
巳
さ
ん
（
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
、
元
情
報
館
職
員
）
の
発

案
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
市

民
の
力
を
結
集
し
て
整
理
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

◆
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス

タ
ー
ト

　
古
文
書
は
「
く
ず
し
字
」
と
い
う
現

代
人
に
は
な
じ
み
の
な
い
文
字
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
気
軽
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
く
ず
し
字
の
解
読
だ
け
で
な
く
、

虫
干
し
や
軽
作
業
な
ど
、
だ
れ
で
も
か

か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
調
し

て
募
集
。
そ
の
結
果
、
古
文
書
な
ど
見

た
こ
と
も
触
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う

女
性
を
中
心
に
、
17
人
ほ
ど
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
試
行
錯
誤
の
活
動

　
市
博
物
館
友
の
会
の
古
文
書
研
究
グ

ル
ー
プ
、
民
俗
研
究
グ
ル
ー
プ
、
い
し

ぶ
み
グ
ル
ー
プ
の
会
員
の
協
力
も
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
は
20
代
か

ら
90
代
ま
で
の
80
人
に
達
し
ま
し
た
。

十
日
町
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
長
岡
市

や
上
越
市
な
ど
か
ら
も
登
録
が
あ
り
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
提
唱
し

た
丸
山
さ
ん
か
ら
代
表
に
な
っ
て
も
ら

い
、
当
面
の
活
動
の
目
標
と
し
て
「
縮

問
屋
加
賀
屋
文
書
の
整
理
」
を
掲
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
登
録
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
応
募
の
動

機
や
希
望
、
く
ず
し
字
が
読
め
る
か
ど

う
か
な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
大

勢
で
行
う
作
業
は
楽
し
い
」「
本
物
の

古
文
書
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
新
た
な
展
開

　
平
成
17
年
５
月
か
ら
「
中
越
大
震
災

復
興
基
金
」
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
作
業
に
一
層
熱
が
入
り
ま

し
た
。

　
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
ま
ず
ほ

こ
り
を
払
い
、
殺
虫
や
殺
カ
ビ
処
置
を

行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
破
損
し
た
資
料

を
修
復
し
ま
す
。
そ
し
て
、
①
資
料
一

つ
一
つ
に
資
料
番
号
を
付
与
②
資
料

カ
ー
ド
（
表
題
、
作
成
年
月
日
、
差
出
・

受
取
人
な
ど
）
を
記
入
③
パ
ソ
コ
ン
で

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
④
資
料
目
録
を
刊
行

⑤
原
資
料
を
資
料
番
号
順
に
格
納
し
ま

情報館に運び込まれた加賀屋文書

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
資
料
群
全
体

と
し
て
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
り
、
検

索
も
原
資
料
の
出
納
も
確
実
・
迅
速
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
活
用
が
容
易

に
な
り
ま
す
。

◆
歴
史
資
料
目
録
の
完
成

　
そ
し
て
、
つ
い
に
平
成
19
年
11
月
、

加
賀
屋
の
当
主
蕪
木
元
昭
さ
ん
を
情
報

館
に
招
い
て
、
関
係
者
の
前
で
歴
史
資

料
目
録
全
８
巻
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
資
料
整
理
作

業
は
２
年
半
に
及
び
、
チ
ー
ム
別
参
集

回
数
は
１
０
９
回
。
平
成
17
年
11
月
に

資
料
を
緊
急
避
難
さ
せ
た
と
き
か
ら
こ

の
日
ま
で
に
参
加
し
た
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
延
べ
３
、
３
０
０
人
を
超
え

ま
し
た
。
目
録
は
国
立
国
会
図
書
館
や

県
立
文
書
館
に
も
収
め
ら
れ
、
情
報
館

で
は
目
録
の
ほ
か
原
資
料
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
十
日
町
市
郷
土
資
料
双
書
15
「
縮
問

屋
加
賀
屋
の
世
界
」　

　
副
題
に
「
古
文
書
か
ら
読
み
解
く
ふ

る
さ
と
の
歴
史
」
と
題
さ
れ
、
平
成
21

年
３
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
冊
子
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
情
報
館
が
２
年
半
に

わ
た
っ
て
整
理
作
業
に
取
り
組
ん
だ
加

賀
屋
文
書
の
あ
ら
ま
し
を
、
分
か
り
や

す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
縮
問
屋
と
し
て
栄
え
た

同
家
に
焦
点
を
あ
て
、
加
賀
屋
の
歴
史

や
縮
問
屋
の
経
営
の
盛
衰
、
加
賀
屋
で

働
く
奉
公
人
た
ち
の
素
顔
、
越
後
縮
裂

見
本
の
実
寸
大
カ
ラ
ー
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
資
料
を
通
じ
て
、
当
時
の

日
本
の
動
き
と
の
関
連
や
、
先
人
た
ち

の
喜
怒
哀
楽
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
冊

子
は
情
報
館
で
１
冊
２
、
０
０
０
円
で

販
売
）。

◆
文
化
財
と
し
て
の
加
賀
屋
文
書
　
　

　
実
は
か
つ
て
「
十
日
町
市
史
」
を
編

さ
ん
し
た
際
、
加
賀
屋
の
土
蔵
の
中
の

古
文
書
の
一
部
を
活
用
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
発
見
さ
れ
た
、
将
軍
家
や
御

三
家
・
御
三
卿
に
用
い
ら
れ
た
「
御
用

縮
」
関
係
文
書
が
、
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
時
を
経
て
、

震
災
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た
膨
大

な
古
文
書
群
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
資

料
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
歴
史
的
価
値
が
認
め
ら

れ
、
あ
ら
た
め
て
一
括
し
て
市
文
化
財

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　
先
祖
代
々
大
切
に
保
管
し
て
き
た
古

文
書
を
情
報
館
に
寄
託
し
た
所
蔵
者
の

決
断
、
２
年
半
も
の
歳
月
を
か
け
て
地

道
な
作
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
熱
意
が
な
け
れ
ば
、
行
き
場

を
失
っ
た
古
文
書
が
日
の
目
を
見
る
こ

と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
情
報
館
の
役
割
と
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
展
望
　

　
情
報
館
は
平
成
11
年
に
「
新
し
い
形

の
図
書
館
」
と
し
て
開
館
。
そ
の
活
動

の
１
つ
に
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
過
程

で
集
め
ら
れ
た
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資

料
を
引
き
継
ぎ
、
整
理
・
活
用
す
る
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
歴
史
の
中

で
生
ま
れ
た
資
料
は
、
私
た
ち
の
生
活

を
考
え
る
う
え
で
大
切
な
資
料
や
情
報

で
す
。
一
般
図
書
だ
け
で
な
く
、
幅
広

い
資
料
や
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
提

供
す
る
こ
と
が
、
図
書
館
と
し
て
の
新

し
さ
な
の
で
す
。

　
開
館
後
も
た
く
さ
ん
の
古
文
書
が
情

報
館
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
館

で
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て

こ
れ
ら
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

加
賀
屋
文
書
の
後
、
高
島
区
有
文
書
、

北
新
田
の
柳
家
染
色
資
料
、
岩
沢
の
関

口
家
文
書
、
上
野
の
星
名
家
文
書
な
ど

の
整
理
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
、山
内
写
真
館
の
写
真
資
料
４
８
、

０
０
０
カ
ッ
ト
の
整
理
に
取
り
組
み
始

め
て
い
ま
す
。

　
山
内
写
真
館
の
資
料
整
理
に
当
た
っ

て
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
８
月
ご
ろ
か

ら
、
写
真
整
理
の
た
め
の
呼
び
か
け
を

行
う
予
定
で
す
。

捨
て
な
い
で
！
歴
史
資
料

　
土
蔵
や
自
宅
の
取
り
壊
し
、

引
っ
越
し
の
際
に
古
文
書
な
ど
の

歴
史
資
料
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
捨
て
よ
う

か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
情
報
館
に

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
歴
史
資
料
の
一
例
〉

●
古
文
書
（
和
紙
に
筆
で
書
い
た

書
類
）、
和
と
じ
の
書
籍
な
ど

●
明
治
か
ら
昭
和
の
日
記
、
ノ
ー

ト
、
写
真
、
手
紙
な
ど

●
掛
け
軸
な
ど
の
書
や
絵
画

●
古
い
び
ょ
う
ぶ
や
ふ
す
ま
（
下

張
り
の
和
紙
に
古
文
書
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

資料カードを記入する整理ボランティア

縮
問
屋
加
賀
屋
資
料
一
括
（
６
３
、０
０
０
点
）

震
災
か
ら
緊
急
避
難
、
整
理
作
業
を
経
て
、
市
の
文
化
財
指
定
へ

～
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
情
報
館
の
取
り
組
み
〜

■
問
合
せ

：

情
報
館
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０

特集２
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「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
を
実
施
、

　
「
第
３
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
を
実
施
、

　
「
第
３
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す

とおかまち市民学校　団塊の世代等社会参加促進モデル事業
はぐくみサポーター育成セミナー

歴
史
資
料
目
録
贈
呈
式
＆
記
念
講
演
会

『
戦
国
の
活
力
』
を
開
催
し
ま
す

『
戦
国
の
活
力
』
を
開
催
し
ま
す

　
情
報
館
と
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
星
名

家
（
上
野
）
と
関
口
家
（
岩
沢
）
文
書

の
整
理
作
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
ほ
ど
５
年
の
歳
月
を
か
け
て

歴
史
資
料
目
録
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
資
料

所
蔵
者
へ
の
目
録
贈
呈
式
と
、
日
本
中

世
史
研
究
の
第
一
人
者
・
山
田
邦
明
さ

ん
の
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日

：

７
月
19
日
（
海
の
日
）

■
会
場

：

情
報
館

■
定
員

：

先
着
90
人
（
事
前
申
込
み
が

　
必
要
で
す
）

■
内
容

：

〈
第
１
部
〉
目
録
贈
呈
式
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時（
開
場
１
時
）

〈
第
２
部
〉
記
念
講
演
会

　
　
午
後
２
時
10
分
〜
４
時

　
演
題
「
戦
国
の
活
力
　

　
　
　
　
―
地
域
の
視
点
か
ら
―
」

　
講
師
　
山
田
邦
明
さ
ん

　
　
　
　（
愛
知
大
学
文
学
部
教
授
）

（
講
演
趣
旨
）

　
原
始
か
ら
現
代
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な

時
代
の
中
で
も
、「
戦
国
時
代
」
は
人

気
が
あ
り
、
戦
国
武
将
の
名
前
も
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。〝
戦
い
に
明
け
暮

れ
た
時
代
〟
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
庶
民
も
含
め
た
地
域
の

人
々
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
、
社

会
の
し
く
み
が
大
き
く
変
わ
っ
た
転
換

点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
直
接

の
先
祖
に
あ
た
る
人
の
動
き
が
は
っ
き

り
み
え
て
く
る
の
が
、
今
か
ら
４
０
０

か
ら
５
０
０
年
前
の
こ
の
時
代
な
の
で

す
。
十
日
町
を
含
む
地
域
の
人
た
ち
の

視
点
か
ら
、
戦
国
時
代
の
転
換
の
意
味

を
問
い
直
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

：
　

情
報
館
　
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０

　地域の子どもたちの見守り活動や子どもたちとさ

まざまな体験活動を行うボランティア育成のための

セミナーを開催します。特に団塊の世代の人などで

青少年育成に関心のある人の参加をお待ちします。

■開催時間：午後２時〜４時

■受講料：無料　　■定　員：40人

■申込み：７月７日㈬までに、生涯学習課

　☎757-8918　ＦＡＸ757-5010

　Ｅメールt-edu-gakushu@city.tokamachi.lg.jp

期　日 会　場 内容（変更の場合あり）

７月10日㈯ 中央公民館
講話「現代の青少年を取り巻
く環境について」

７月24日㈯ 中央公民館
事例研究「地域の見守り活動
について」

７月31日㈯ 中央公民館
講話「子ども・若者への接し
方について」

８月７日㈯ 中央公民館
事例研究「青少年が地域活動
に関わるために」

８月９日㈪ 市内各地
放課後子ども教室の体験実習

（予定）

７月下旬〜８月上旬 市内各地 街頭巡回パトロールの体験実習

国民年金には保険料の
免除制度があります

　国民年金には、経済的理由で納付が困難な

人の保険料を免除または納付猶予する制度が

あります。免除には「全額免除」と「一部（４

分の３・半額・４分の１）免除」があり、納

付猶予は、30 歳未満の人を対象とした「若

年者納付猶予」があります。いずれの制度も

前年所得を基準として審査されます。なお、

免除（納付猶予）期間は、年金を受けるため

の資格期間に算入されますが、老齢基礎年金

の額への算入期間からは除かれます（割合は

表のとおり）。22 年度分の免除（納付猶予）

を希望する人は、７月１日㈭から受付を開始

しますので申請してください。

免除の
種類

全額免除
４分の３

免除
半額免除

４分の１
免除

若年者
納付猶予

算入
割合

通常に納付
した場合の
２分の１

通常に納付
した場合の
８分の５

通常に納付
した場合の
４分の３

通常に納付
した場合の
８分の７

年金額に
反映しま

せん

■申請・問合せ：市民生活課市民年金係

　☎757-3748または各支所市民課

　
市
で
は
地
域
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
い
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
を
実
施
し
、

中
小
小
売
業
の
振
興
と
消
費
者
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
「
第
３
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上

と
市
内
の
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
市
民
を
対
象

に
、
10
万
円
を
限
度
に
工
事
費
の
20
％

を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
対
象
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
、
そ

の
住
宅
の
所
有
者

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

④
21
年
度
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
受
け

て
い
な
い
人
（
21
年
度
の
補
助
金
を

受
け
た
人
で
も
、
限
度
額
10
万
円
に

達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
差
額

を
限
度
に
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

■
対
象
と
な
る
建
物

①
申
請
者
が
住
ん
で
い
る
住
宅

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

※
併
用
住
宅
の
共
用
部
分
は
、
住
居
部

分
の
面
積
案
分
で
算
出
し
ま
す

■
対
象
と
な
る
工
事

　
22
年
４
月
１
日
㈭
以
降
の
工
事
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
次
に
該
当
す
る
工
事

①
個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
改

修
・
増
築
）
※
門
や
塀
、
庭
園
、
電

化
製
品
取
付
工
事
な
ど
は
対
象
外

②
対
象
工
事
が
、
ほ
か
の
制
度
の
補
助

金
（
保
険
給
付
）
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
こ
と
。
※
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
と
の
重
複
は
可
能

■
補
助
金
総
額

：

３
、
０
０
０
万
円

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

　
対
象
工
事
費
（
税
抜
き
・
千
円
未
満

切
り
捨
て
）
の
20
％
・
補
助
限
度
額
10

万
円

■
受
付
開
始
日

　
７
月
１
日
㈭
（
補
助
金
総
額
に
達
し

た
段
階
で
締
め
切
り
ま
す
）

■
施
工
業
者
・
工
事
費
な
ど
の
条
件

①
市
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有

し
て
い
る
法
人
及
び
個
人
の
業
者
か

　
市
で
は
低
迷
す
る
中
小
小
売
り
業
の

振
興
と
消
費
者
の
生
活
支
援
と
し
て
、

10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
つ
け
た
商
品

券
を
８
月
20
日
㈮
か
ら
発
行
し
ま
す
。

■
発
行
総
額

：

２
億
２
、
０
０
０
万
円

■
プ
レ
ミ
ア
ム
率

：

10
％

■
発
行
内
容

：

１
冊
１
万
円

　（
５
０
０
円
券
22
枚
つ
づ
り
）

※
22
枚
の
う
ち
、
10
枚
は
、
中
小
小
売

店
や
大
型
店
な
ど
す
べ
て
の
加
盟
店
で

使
用
で
き
る
共
通
券
。
12
枚
は
、
中
小

小
売
店
の
み
使
用
可
能
な
専
用
券

■
使
用
期
間

　
８
月
20
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈫

■
１
回
に
購
入
で
き
る
金
額

：

５
万
円

■
１
回
の
利
用
限
度
額

：

22
万
円

■
第
３
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
合
わ

　
せ
た
取
り
組
み

・
十
日
町
商
工
会
議
所
で
は
、
１
冊
販

売
す
る
ご
と
に
10
月
の
産
業
フ
ェ
ス

タ
で
使
用
で
き
る
抽
選
券
を
１
枚
進

呈
し
ま
す
。

・
松
代
町
商
工
会
で
は
設
立
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
１
冊
販
売
す
る
ご

と
に
地
元
の
商
品
券
５
０
０
円
分
を

１
枚
進
呈
し
ま
す
。

■
問
合
せ

：

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９

ら
施
工
し
て
も
ら
う
工
事

②
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
20
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と
。

③
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
績
報
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
。

■
問
合
せ

：

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

９
９
３
５

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
合
わ
せ

て
、
一
定
の
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
ま
た
は
省
エ
ネ
（
熱

損
失
防
止
）
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
工
事
の
翌
年
度
ま
た

は
一
定
期
間
に
お
い
て
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
税
措
置
の
適
用
条
件
及
び
申

請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
税

務
課
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７
５
７

｜

３
７
２
８
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
各
種
減
税

措
置
の
お
知
ら
せ

第
３
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

地域
経済対策
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市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

を
開
催
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
１
２

開催日 地域・地区 開催時間 対　　　　　　　　象 会　　　場

４
月

22日 ㈭ 十日町 19：00 ～ 20：00 田川町・美佐島地区 江道猿倉集落センター

30日 ㈮ 十日町西 19：00 ～ 20：00 西部地区 西部会館

５
月

6日 ㈭ 松之山 19：00 ～ 20：00 三省地区 小谷集落多目的集会施設

13日 ㈭ 松　代 19：00 ～ 20：00 松代中部地区 千年活性化センター

20日 ㈭ 川　西 13：30 ～ 14：30 川西商工会会員 千手中央コミュニティセンター

27日 ㈭ 十日町南 19：00 ～ 20：00 六箇地区 六箇公民館（羽根川荘）

６
月

3日 ㈭ 中　里 19：00 ～ 20：00 田沢第１地区振興会区域 田沢本村コミュニティセンター

10日 ㈭ 中　条 19：00 ～ 20：00 じょうもん市関係者 中条公民館

17日 ㈭ 松之山 13：30 ～ 14：30 松里地区 天水島集会施設

24日 ㈭ 下　条 19：00 ～ 20：00 下条中央通り町内会 下条公民館

7
月

1日 ㈭ 中　里 19：00 ～ 20：00 高道山振興会区域 白羽毛集落センター

8日 ㈭ 吉　田 19：00 ～ 20：00 吉田地域 ふるさと会館

15日 ㈭ 水　沢 13：30 ～ 14：30 馬場地区 平成園

22日 ㈭ 川　西 19：00 ～ 20：00 未定 未定

29日 ㈭ 中　条 19：00 ～ 20：00 飛渡地区 飛渡公民館

　
少
人
数
、
気
楽
な
雰
囲
気
の
中
で
、

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
直

接
話
し
合
う
、「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
多
く
の
会
場
に
市
長
が
出

か
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
団
体
の
人
た

●
今
後
の
開
催
予
定

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
域
協
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
対
象
区
域
や
会
場

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
４
月

か
ら
10
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
３
月

ま
で
に
あ
と
34
会
場
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。

平成22年度 市長とふれあいトーク

ち
と
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

１
会
場
30
人
く
ら
い
、
約
１
時
間
の
予

定
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
話
し
合
い
の
内
容
は

　
高
齢
化
対
策
や
福
祉
、
新
十
日
町
病

院
の
医
療
体
制
、
公
園
や
道
路
・
流
雪

溝
の
整
備
、
冬
期
間
の
除
雪
、
地
域
経

済
と
雇
用
の
確
保
、
農
業
、
環
境
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
ご
と
の
話
し
合
い
の
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

c
ity

.to
k
a
m

a
c
h
i.n

iig
a
ta

.jp
/

）
で

も
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

江道猿倉集落センター

開催日 地域・地区 開催時間 対　　　　　　　　象 会　　　場

8
月

5日 ㈭ 十日町 19：00 ～ 20：00 新座地区 新座コミュニティセンター

19日 ㈭ 十日町南 13：30 ～ 14：30 未定 未定

23日 ㈪ 十日町西 19：00 ～ 20：00 西部・高山地区町内婦人会 高山コミュニティセンター

9
月

2日 ㈭ 中　条 19：00 ～ 20：00 大井田地区 未定

9日 ㈭ 水　沢 19：00 ～ 20：00 太田島地区 太田島集落センター

16日 ㈭ 吉　田 13：30 ～ 14：30 未定 未定

30日 ㈭ 下　条 19：00 ～ 20：00 未定 未定

10
月

5日 ㈫ 川　西 19：00 ～ 20：00 未定 未定

19日 ㈫ 十日町 13：30 ～ 14：30 商店街振興組合 本町分庁舎

26日 ㈫ 水　沢 19：00 ～ 20：00 伊達地区 伊達公会堂

28日 ㈭ 松　代 19：00 ～ 20：00 山平地区 蒲生生活改善センター

11
月

2日 ㈫ 十日町南 19：00 ～ 20：00 未定 未定

12日 ㈮ 松之山 19：00 ～ 20：00 上・下布川地区 布川防雪管理センター

16日 ㈫ 中　条 13：30 ～ 14：30 未定 中条公民館

25日 ㈭ 十日町西 19：00 ～ 20：00 西部・高山地区町内青年団体 西部会館

12
月

2日 ㈭ 十日町 19：00 ～ 20：00 南部・中央地区振興会区域 本町分庁舎

9日 ㈭ 水　沢 19：00 ～ 20：00 姿地区 姿グリーンセンター

16日 ㈭ 中　里 13：30 ～ 14：30 未定 未定

21日 ㈫ 川　西 19：00 ～ 20：00 未定 未定

１
月

13日 ㈭ 十日町南 19：00 ～ 20：00 未定 未定

20日 ㈭ 下　条 13：30 ～ 14：30 未定 未定

27日 ㈭ 中　里 19：00 ～ 20：00 未定 未定

２
月

3日 ㈭ 川　西 19：00 ～ 20：00 未定 未定

10日 ㈭ 十日町 19：00 ～ 20：00 東部地区 総合福祉センター（サンクロス）

17日 ㈭ 十日町西 13：30 ～ 14：30 西部・高山地区振興会役員 高山コミュニティセンター

24日 ㈭ 吉　田 19：00 ～ 20：00 未定 未定

３
月

10日 ㈭ 十日町南 19：00 ～ 20：00 未定 未定

17日 ㈭ 松　代 13：30 ～ 14：30 伊沢地区 犬伏集落開発センター

24日 ㈭ 中　条 19：00 ～ 20：00 中条地区 未定

※開催日や会場など変更する場合があります

市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

関
口
市
長
と
語
ろ
う
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
状
況

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
状
況

平
成
21
年
度

　
中
山
間
地
域
で
は
、
耕
作
放
棄
を
防
止

し
、
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
な
ど
を
通

じ
て
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
」
に
よ
り
集
落
や
農
業
者
に
交
付
金
が

直
接
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
直
接
支
払
制

度
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
の
第
２
期
事
業

が
21
年
度
で
終
了
し
、
22
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
の
第
３
期
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
中
山
間
地
域

　
十
日
町
市
は
信
濃
川
・
渋
海
川
の
上

流
に
あ
り
、
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
の
特

性
か
ら
中
山
間
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で
の
水
田

農
業
は
、
食
料
生
産
の
ほ
か
に
次
の
よ

う
な
多
面
的
な
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
。
直
接
支
払
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な

機
能
の
維
持
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

・
雨
水
を
一
時
的
に
蓄
え
る
こ
と
に
よ

　
る
水
源
の
か
ん
養

・
川
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
、
洪
水
や
地

　
滑
り
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る

・
田
畑
の
植
物
に
よ
る
空
気
の
保
全
や

　
多
様
な
生
物
の
生
息
な
ど
自
然
環
境

　
の
保
全

・
棚
田
な
ど
の
良
好
な
景
観
の
形
成

・
農
業
の
歴
史
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

　
祭
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
な
ど
の
文

　
化
を
継
承
す
る

・
都
市
部
か
ら
訪
れ
る
人
へ
の
潤
い
と

　
安
ら
ぎ
の
提
供

・
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
で
下
流
域
の
都
市

　
に
住
む
人
々
の
生
活
基
盤
を
守
る

対
象
と
な
る
農
地

　
対
象
と
な
る
農
地
は
、
農
振
農
用
地

対
象
と
な
る
活
動
・
人

に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
次
の
条
件
を
満

た
す
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
田
畑
な
ど
で
す
。
水
張
面
積
で

は
な
く
、
あ
ぜ
や
管
理
さ
れ
て
い
る
の

り
面
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
傾
斜
が
20
分
の
１
以
上
の
急
傾
斜
団

　
地

②
傾
斜
が
１
０
０
分
の
１
以
上
20
分
の

　
１
未
満
の
緩
傾
斜
団
地

③
１
か
所
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
ま

　
と
ま
り
が
な
く
て
も
、
合
わ
せ
て
１

　
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
５
年
以
上
継

続
し
て
行
わ
れ
る
農
業
生
産
活
動
や
多

面
的
機
能
を
増
進
す
る
た
め
の
活
動
及

び
そ
れ
を
行
う
農
業
者
で
す
。

直接支払制度を生かした集落の取り組み
―仙田集落協定（川西地域）―

　川西地域の西部に位置し、渋海川に沿って集落・農地が点在

している仙田地区。約138haの耕地が制度の対象となり187人

が加入している仙田集落協定は、耕作放棄の防止や山菜栽培、

道の駅「瀬替えの郷せんだ」と連携した地元農産物の直販など

に取り組んでいます。より安定した生産活動を行うため、組織

の強化にも力を入れ、今年３月に事務局としての役割を担う「㈱

あいポート仙田」を設立。取締役

業務部長の高橋幸一さん（64歳）

は、「直接支払制度のおかげで耕

作放棄地の拡大を抑えられまし

た。制度がなかったら今の農地の

３分の１がなくなっていたかもし

れません」と話します。今後は㈱

あいポート仙田を生産活動の拠点

に、道の駅を交流・販売の拠点と

して、直販・交流事業などの促進

とそれを基盤とした地区営農シス

テムの構築を進めていきます。

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
な
る
急
・
緩
傾

　
斜
団
地

④
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整
形

　
な
田
で
、
特
に
認
め
ら
れ
た
も
の

休耕田に景観作物を植栽（当間集落協定）埼玉から都市住民を受け入れて稲刈り体験を実施（轟木集落協定）

会議の様子

休耕田にソバをまく前の草刈り作業

交
付
金
の
使
い
方

　
集
落
協
定
の
実
施
状
況
は
農
林
課
が

調
査
・
確
認
し
ま
す
（
平
成
21
年
度
の

実
施
状
況
は
下
表
参
照
）。

集
落
協
定
の
実
施
状
況

　
交
付
金
額
の
半
分
以
上
は
集
落
で
行

う
共
同
活
動
に
、
残
り
は
農
地
管
理
者

に
面
積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
全

額
を
共
同
取
り
組
み
活
動
に
使
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
農
林
課
農
業
振
興
係

　
　
☎
７
５
７
―
９
９
２
２

　
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課

問
合
せ

平成21年度　中山間地域等直接支払制度　地域別対象面積などの実績 ※
各
集
落
協
定
の
実
績
は
、
本
庁
及
び

各
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

地域名
協定参加者数

　　　（人）

急傾斜対象面積

Ａ　　　（㎡）

緩傾斜対象面積

Ｂ　　　（㎡）

小区画・不整形
対象面積

Ｃ　　　（㎡）

対象面積合計

Ａ＋Ｂ＋Ｃ（㎡）

交付金額合計

　　　　（円）
共同取組活動費
使用分　　（円）

十日町 1,520 7,773,447 2,035,496 20,163 9,829,106 177,558,156 102,412,477 

川　西 319 1,991,991 259,238 0 2,251,229 44,493,566 26,343,616 

中　里 555 2,904,216 268,759 57,927 3,230,902 61,905,478 33,467,262 

松　代 862 6,010,987 491,224 11,468 6,513,679 124,726,091 62,530,981 

松之山 982 6,449,565 365,438 14,044 6,829,047 135,865,937 79,932,732 

合　計 4,238 25,130,206 3,420,155 103,602 28,653,963 544,549,228 304,687,068 

地 域 名 十日町 川西 中里 松代 松之山

集落協定 56 3 23 30 33

農
業
生
産
活
動
の
実
施
状
況

農地に関す
る事項

①協定内農地は、耕作放棄もなく適正に管理されていた 56 3 23 30 33

②農地のり面の定期点検を実施 56 3 23 30 33

用水路・農
道等の管理

①水路は、協定参加者の協力を得て清掃及び草刈りを実施 56 3 23 30 33

②農道は、定期的に簡易補修及び草刈りを実施 56 3 23 30 33

多面的機能
を増進する
活動

①農地と一体となった周辺林地の下草刈りを行う 22 2 23 21

②棚田オーナー制度、市民農園、体験農園の開設・運営 1

③景観作物の作付け 51 3 1 9 8

④土壌流亡に配慮した営農 5 19

⑤体験民宿の実施 1 3 2

⑥魚類・昆虫類の保護 1 3 2

⑦鳥類のえさ場の確保

⑧たいきゅう肥施肥、アイガモの利用、緑肥作物の作付け 4 1 3

⑨その他 5 1 3

体
制
整
備
の
実
施
状
況

Ａ
要
件

生産性・収益
の向上に係
る取り組み

①機械・農作業の共同化 33 11 16 26

②高付加価値型農業の実践 3 2

③地場産農産物などの加工・販売 3 1

担い手の育
成に係る取
り組み

①新規就農者の確保 1 9

②認定農業者の育成　　　　　　　　　　　　　　　 4 1 9 4 4

③担い手への農地集積　　　　　　　　　　　 2 1

④担い手への農作業の委託　　　　　　　　　　　 11 1 1

多目的機能
の発揮に係
る取り組み

①保健休養機能を生かした都市住民との交流

②自然生態系の保全に関する学校教育機関などとの連携 5 4

③多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落との連携 39 10 15 15

Ｂ要件
①集落を基礎とした営農組織の育成 1 2

②担い手集積化 1 1

平成21年度　集落協定の実施状況
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地デジ相談会 開催★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

③

ことができました。皆既日食はとても珍しく、地球

の同じ場所で見られる確率はなんと三百数十年に一

度だそうです。それも、太陽が真っ黒な時間は一番

長くても７分くらい。一生に一度も見られないかも

しれないこの大チャンスが、実は十日町市にも巡っ

てきます。十日町市で皆既日食が見られると予想さ

れているのは、2035年９月２日㈰。もちろん晴れ

ていなければ見られませんが、今から楽しみですね。　そろそろ話題になり始めていますが、７月11日

㈰に南太平洋で皆既日食が起こります。

　太陽を月が隠す天文現象を「日食」と呼びます。

日食の中でも、太陽が全部隠れるのが「皆既日食」

です。皆既日食では、黒い太陽の周りにコロナが広

がって見え、漏れ出た光でダイヤモンドリングとい

う光景が見られます。今回観測できる地域はほとん

どが海の上ですが、モアイ像で有名なイースター島

でも見ることができます。日食観測を兼ねた観光客

が南海の孤島に押し寄せることでしょう。

　昨年７月22日、日本の陸地では46年ぶりとなる

皆既日食が観察されました。テレビでも各地から生

中継していたので、覚えている人も多いでしょう。

多くの地方では残念ながら天候に恵まれませんでし

たが、十日町市では薄雲をとおして部分日食を見る

【７月の番組情報】
７月の星空（定期）、「どうしてわかるの？星の不

思議」（企画番組）

投影日：７月４日㈰・11日㈰・18日㈰・25日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

平成21年７月22日に十日町市で観測された部分日食
撮影者：南雲敏夫さん（新潟県自然観察指導員、十日町星の会
　　　　会員）

　６月８日㈫、新十日町病院の建設場所を検討する、第３回「新

十日町病院建設場所検討委員会」が市役所で行われました。

　前回同様、「検討項目に基づいた各候補地の検討と比較の手

法検討など」を議題に、これまでの検討委員会の説明や資料に

対する質疑、４つの検討候補地（①小黒沢②現在地③下島④四

日町下島）に対する意見発表の後、重点評価要素（項目）につ

いての検討などを行いました。

〈主な合意内容〉

①比較評価の結果、同程度の評価になった検討候補地があった

場合、判断基準として11項目の評価要素のうち、２項目（第

１順位「患者の利便性」、第２順位「土地の状況」）を重点評

価要素（項目）として設ける。

②第４回では、これまでの資料などに基づき、各委員が４つの

検討候補地を評価し、まとめたものを基に協議を行う。

　第４回検討委員会は、６月23日㈬に市役所で行われました。

検討委員会の概要は、市のホームページでもお知らせします。

医療・保健・福祉＞地域医療をご覧ください。

■問合せ：地域中核病院建設推進室　☎757-3187（直通）

 第３回「新十日町病院建設場所検討委員会」
が開催されました

　毎年７月は河川と海岸を愛し、

河川と海岸の清掃美化活動をとお

して、美しく親しみやすい河川環

境と海岸環境をつくることを目的

とする河川・海岸愛護月間です。

■川辺を流れる風が心地よい季節

です

　堤防や河川敷を利用した場合

は、紙くず・空き缶などのゴミは

持ち帰り、美しい河川を守りま

しょう！

■海岸にたくさんの人が集まる季

節です

　海水浴やレジャーで海岸を訪れ

る際は、ゴミのポイ捨ては絶対や

めましょう！　

●問合せ：

　建設課維持係　☎757-9932

７月は
 河川・海岸愛護月間です！

ＦＭ告知受信機を順次配置しています
　市では、平成23年度までに市内の全世帯へＦＭ告知受信機を配置します。本年度の配置対象地区は、

川治・六箇・吉田・下条・水沢地区です。配置作業が近づきましたら、回覧でお知らせします。

■配置計画

・平成21年度（配置済） 十日町・中条・川治（一部）地区の世帯など

・平成22年度  川治・六箇・吉田・下条・水沢地区の世帯など

・平成23年度  川西・中里・松代・松之山地域の世帯など

■使用上の注意点

・受信機前面の電池ランプがだいだい色に点滅したら、早目に電池を交換して

　ください。電源を切っておいても通常のFM放送が大きな音で数秒流れます。

・緊急時などで持ち出すとき以外は、コンセントに接続しておいてください。電池が消耗します。

・付属のアダプター以外は絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

※故障の原因が使用者にある場合は、修理費用の負担をお願いすることがあります

・当市から世帯ごと転出する場合は、受信機を防災安全課まで返却してください。ただし、アパートな

どに住んでいる人は、次の入居者のために、電池を取り出して設置したまま退去してください。

■試験放送の実施

　ＦＭ告知受信機が緊急時に正常に起動するかを確認するため、毎月第１月曜日（祝日を問わず）の午

　後２時から試験放送を行います。試験放送時に起動状況が確認できない場合は、受信機前面の受信ラン

　プが試験後約24時間、黄色に点滅しますので、こちらで正常に起動したかを確認してください。

■問合せ：防災安全課　☎757-3197

　2011年７月の地上デジタル放送への完全移行ま

で、残り１年あまりとなりました。

　新潟県テレビ受信者支援センターでは、デジタル

放送のさらなる普及を目的に、次の日程で地デジ相

談会を開催します。

■開催時間：午前10時 ～ 午後４時

■参加費：無料（申込み不要）

　それぞれの相談会で、個別の相談に応じます。最

寄りの会場においでください。

開催日 会場

７月５日㈪ 市 役 所 本 庁

７月６日㈫ 千 手 温 泉 千 年 の 湯

７月７日㈬ 中 里 支 所

７月８日㈭ 松 代 支 所

７月９日㈮ 松之山保健センター

７月12日㈪ 市 役 所 本 庁

７月13日㈫ 中 里 支 所

７月14日㈬ 松 代 支 所

【相談会に関する問合せ】

　総務省／新潟県テレビ受信者支援センター（デジサポ新潟相談会グループ）☎025-288-0535

地デジを見るには？

2011年７月24日までに
アナログ放送終了！

FM告知受信機
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上川手歌舞伎保存伝承事業が
東日本鉄道文化財団助成事業に承認されました

『ケンちゃん』今年も来ました！
いっしょに学ぼう、交通安全

支
援
し
て
い
ま
す
。
へ
き
地
教
育
研
究

助
成
（
交
流
学
習
）
は
、
へ
き
地
の
小

規
模
な
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が

都
市
部
の
大
規
模
校
な
ど
環
境
の
違
う

地
域
に
あ
る
学
校
と
相
互
の
交
流
を
行

う
こ
と
に
助
成
さ
れ
る
事
業
で
す
。
本

年
度
は
全
国
で
15
校
が
選
ば
れ
、
新
潟

県
か
ら
は
浦
田
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
浦
田
小
学
校
で
は
、
10
年
ほ
ど
前

か
ら
横
浜
市
立
梅
林
小
学
校
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
て
、
今
年
も
６
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
、
梅
林
小
の
６
年
生
１
０

０
人
が
浦
田
小
を
訪
れ
て
交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。
秋
に
は
浦
田
小
の
児
童
12

人
が
梅
林
小
を
訪
れ
、
交
流
を
行
う
予

定
で
す
。
贈
呈
に
あ
た
り
児
童
代
表
の

本
山
哲
広
さ
ん
は
、「
秋
の
交
流
会
に

向
け
て
、
浦
田
小
の
良
さ
を
た
く
さ
ん

梅
林
小
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
㈬
、
浦
田
小
学
校
で
、
み

ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
の
平
成
22
年
度
へ

き
地
教
育
研
究
助
成
（
交
流
学
習
）
の

目
録
が
、
み
ず
ほ
銀
行
新
潟
支
店
の
高

橋
太
郎
支
店
長
か
ら
同
校
の
丸
山
睦
子

校
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
み
ず
ほ
教

育
福
祉
財
団
は
、
昭
和
47
年
に
設
立
さ

れ
、
文
化
の
発
展
や
社
会
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
念
願
し
、
初
等
中

等
教
育
や
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
を

浦
田
小
学
校
に
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団

へ
き
地
教
育
研
究
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

秋の収穫が楽しみ
渋谷区富ヶ谷商店街一行が田植え

　５月22日㈯・23日㈰の２日間、東京都

渋谷区富ヶ谷１丁目商店街の皆さん21人

が松之山を訪れ、浦田地区の棚田で恒例と

なった田植えを行いました。富ヶ谷商店街

と松之山地域との交流が始まったのは今か

ら10年前。旧松之山町出身で富ヶ谷１丁

目商店街役員の佐藤三郎さんの呼びかけ

で、渋谷区民まつりの際に誘客宣伝と物産

販売を行ったことがきっかけです。交流が

長続きするようにと稲作を通じて活動し、

これまで子どもから高齢者まで幅広い年齢

層の人たちが松之山地域を訪れています。

商店街の皆さん

は久しぶりに田

んぼの感触を楽

し ん で い ま し

た。秋には稲刈

りが計画されて

います。 富ヶ谷商店街一行

上川手歌舞伎保存伝承事業が
東日本鉄道文化財団助成事業に承認されました
　上川手歌舞伎保存伝承事

業が、公益財団法人東日本

鉄道文化財団の地方文化事

業支援の平成22年度助成

事業に承認され、６月８日

㈫、助成事業通知書贈呈式

が行われました。この事業は、ＪＲ東日本管内の貴重な

文化遺産や伝統芸能などの保全・継承と地域の発展のた

め、ＪＲ東日本各支社が選出した候補に対し資金援助を

行うもので、平成５年度から始められました。

　上川手歌舞伎は、天保年間に始まり昭和24年まで継

続。一時中断されましたが、昭和57年に上川手集落の

有志により復活し、以後県内外で公演しています。上川

手歌舞伎保存会では、事業費250万円の２分の１の支援

を受け、衣装の整備や記録保存、子ども歌舞伎の育成や

伝承などに利用する計画です。同会の村山正太郎会長は、

「この支援を受け、地元の小学生による子ども歌舞伎を

立ち上げ、この秋には披露したい」と抱負を語りました。

　６月５日㈯、ナカゴグリーンパークフ

ァミリーゴルフ場で第６回十日町市長杯

ファミリーゴルフ大会が開催されまし

た。参加者の皆さんは緑鮮やかなコース

上で、それぞれの腕前を競いました。

　大会結果は次のとおりです。（敬称略）

　　　優　　　勝：羽鳥　忠義

　　　準　優　勝：丸山　義則

　　　第　３　位：山岸　益雄

　　　ベ ス グ ロ：高橋　信敏

　　　女性トップ：藤木　登美子

さわやかな気候のもと、ゴルフを満喫

始球式でも『ナイスショット！』

一糸乱れぬポンプ操法
消防団川西方面隊春季消防演習

　６月13日㈰、川西中学校を会場に十

日町市消防団川西方面隊（中條裕基方

面隊長）の春季消防演習が実施されま

した。今回の演習では、川西方面隊の

ポンプ操法競技会も併せて行われ、出

場した５チームが操法技術を競い合い

ました。

　競技会の結果は次のとおりです。

　第１位：第２分団　上野チーム

　第２位：本部分団　山野田チーム

　第３位：第３分団　原田チーム

“火点”に向かい、ひた走る！

　６月13日㈰、節黒城山開きまつりが節黒城跡

及び節黒城キャンプ場で開催されました。

　今回で第40回を数え、伝統となっているこの

まつり。当日は晴天にも恵まれ、安全祈願祭や市

内外７つの城跡との狼
の ろ し

煙交換が行われた後、大名

行列がほら貝の音とともに山道を下りました。行

列には、侍姿にふんした地域の皆さんや上野小学

校児童による少年剣士隊、かわいらしい姫君を乗

せたかごなどが参列。あふれる新緑のもと行われ

た壮観な大名行列は、伝統のまつりを見ようと詰

めかけた観光客の目を楽しませました。

大名行列、壮観に

下にぃ〜、下に！

　市では幼少時からの交通安全教育を推進するた

め、各保育園・幼稚園と連携し、幼児交通安全教

室を継続的に実施しています。

　６月11日㈮には、千手中央コミュニティセン

ターに新潟県警察本部の交通安全教育車『ゆきつ

ばき号』が来市し、参加した96人の保育園５歳

児に幼児交通安全教室を実施しました。十日町警

察署協力のもと、毎年実施しているこの教室では、

今年も名物腹話術人形

『ケンちゃん』との対

話形式での講話が行わ

れました。参加した園

児たちは、『ケンちゃ

ん』とひとときの交流

を深め、いっしょに交

通安全について楽しく

学びました。
しっかりと手を挙げて、
横断歩道を渡りましょう
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を
置
い
て
お
く
の
で
、
掘
っ
て

み
ろ
。
決
し
て
他
人
を
連
れ
て

来
る
な
よ
。
一
人
で
来
い
よ
」

と
言
っ
て
、
老
人
は
す
ー
っ
と

姿
を
消
し
ま
し
た
。

ジ
サ
は
、
薄
気
味
が
悪
い
も

の
の
気
に
か
か
る
の
で
、
近
く

に
住
む
弟
の
茂
左
衛
門
に
相
談

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
勘
右
衛

門
よ
り
欲
の
あ
る
茂
左
衛
門
は
、

「
は
ち
ゃ
二
人
で
行
っ
て
み
よ

て
」
と
言
い
ま
す
。
勘
右
衛
門

は
気
が
向
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

二
人
で
ク
ワ
を
か
つ
い
で
道
心

清
水
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
、
老
人
が
言
っ
た
と

お
り
、
清
水
の
そ
ば
に
宝
珠
が

置
い
て
あ
り
ま
す
。
二
人
は
大

急
ぎ
で
そ
の
下
を
掘
り
ま
し
た
。

ひ
ざ
上
ほ
ど
の
深
さ
ま
で
掘
っ

た
と
こ
ろ
、
カ
チ
ッ
と
何
か
に

当
た
り
ま
し
た
。
周
り
を
て
い

ね
い
に
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
直
径

25
㎝
、
高
さ
40
㎝
ほ
ど
の
見
た

こ
と
の
な
い
模
様
の
か
め
が
出

て
き
て
、
ふ
た
に
は
、
念
仏
の

鉦か
ね

が
か
ぶ
せ
て
あ
り
ま
し
た
。

二
人
は
、
お
そ
る
お
そ
る
ふ

た
を
開
け
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
中
に
は
金
で
は
な
く
、
炭
が

詰
ま
っ
て
い
て
、
底
に
は
朱
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。
二
人
は
、

一
人
で
来
い
と
言
っ
た
の
に
二

人
で
来
た
の
で
金
が
炭
に
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
、
顔
を

見
合
わ
せ
て
笑
い
ま
し
た
。

か
め
は
縄
文
土
器
で
近
年
ま

で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
家
を
解
体
す
る
と
き
に

割
れ
、
そ
の
後
な
く
な
り
ま
し

た
。
鉦
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
娘

の
嫁
入
り
道
具
に
持
た
せ
て
や

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

清
水
も
今
は
な
く
、
物
語
だ

け
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

〈
六
十
〉

今
か
ら
２
５
０
年
ほ
ど
昔
の

こ
と
。
四
日
町
新
田
に
勘
右
衛

門
と
い
う
気
ま
ま
暮
ら
し
の
ジ

サ
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
晩
、
ジ
ロ
で
温
め
た
ど

ぶ
ろ
く
を
ち
び
ち
び
や
っ
て
い

た
ジ
サ
は
、
や
が
て
う
と
う
と

寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夜

も
更
け
た
こ
ろ
、「
ジ
サ
起
き
ろ
」

と
い
う
声
が
し
ま
す
。「
誰だ

い
だ
。

こ
っ
け
の
時
間
に
」。
ジ
サ
が
目

を
こ
す
り
な
が
ら
炉
明
り
越
し

に
見
て
み
る
と
、
白
髪
と
ひ
げ

が
伸
び
た
仙
人
の
よ
う
な
老
人

が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
宝ほ
う
じ
ゅ珠

を

手
に
、「
ジ
サ
、
わ
し
に
つ
い
て

金
掘
り
に
行
ご
て
」
と
言
い
ま

す
。ジ

サ
は
、「
お
ら
金
な
ん
て
欲

し
く
ね
」
と
ま
た
ご
ろ
ん
と
横

に
な
り
ま
し
た
。「
欲
の
ね
ジ
サ

だ
な
。
は
ち
ゃ
明
日
の
明
け
方
、

道
心
清
水
ま
で
来
い
。
こ
の
珠

「
道
心
清
水
」

  

の
巻
　 

　
　
　
　   

（
四
日
町
新
田
）

～山内写真館の世界～
十七夜の馬とばせ

　● 撮影時期：昭和30年ころの7月17日

　● 撮影場所：四日町　神宮寺

　17日は観音様の縁日で、四日町と伊

勢平治では近郷あげての馬とばせ（草競

馬）が行われます。馬を飼っている家で

は赤飯を炊き、早朝から馬を水浴びさせ、

化粧鞍に鈴、紅白の引き綱を引いて、馬

頭観音に参詣して出かけました。持ち馬

が優勝すると、祝杯をあげました。　　

●問合せ：情報館　☎750-5100

吹
奏
楽
部
長
・
上
村
有
紀
さ
ん

─
─

１
年
生

は
演
奏
経
験
が
無
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
上
級
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

１
か
月
間
、頑
張
っ
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

難
し
い
曲
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
音
楽

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
演
奏
技
術
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
観
客
の

皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
、
と
て

も
う
れ
し
く
楽
し
い
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。

矢
野
伸
治
先
生

─
─

７
月
に
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
を
控
え
て
の
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
参
加
は

生
徒
に
と
っ
て
大
変
で
す
。
し
か
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
い
、
自
分

た
ち
が
奏
で
る
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
喜

び
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
だ
と
思
い
ま
す
。

　水沢中学校は、学校と地域の連携事業とし

て、当間高原リゾートベルナティオで行われ

るアイリスまつりで、陸上自衛隊高田駐屯地

音楽クラブと合同演奏を行っています。今年

で４回目となり、吹奏楽部の24人が演奏に

参加しました。当日は晴天の下、吹奏楽部の

単独演奏で１曲、合同演奏では３曲を披露し、

まつりを盛り上げました。

　中里地区体協の一大イベントは、何と言っても

毎年７月の第４日曜日に行われる「体育祭」です。

６つの地区振興会の対抗戦で、例年地区住民の４

分の１に当たる1,500人が一堂に会し、熱い戦い

が繰り広げられます。毎年なぜか天気も晴れ。応

援のボルテージの上昇と共に、気温も天井知らず

状態となり、終了後の慰労会の酒量に一役も二役

も買っていること間違いなしです。チームによ

っては15の集落で結成されているところもあり、

慰労会も各集落入り乱れての交流となります。単

に「体育祭」として片付けられない意義ある行事

となっています。

　当日は、１年間スポーツ行事で優秀な成績を残

した人や功績のあった人への表彰もあり、大勢の

前での受賞は喜びもひとしおです。競技種目は、

リレーのほかはすべてレクリエーション種目で、

真剣な中にもほほえましさがあふれます。今後は

４年に一度の市民体育大会への対応が課題となっ

てきますが、現在まで受け継がれてきた「中里地

区体育祭」の良さが変わることはありません。
中里地区体協

天気も味方でヒートアップ！　
一致団結「地区体育祭」
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街中ウォーク　目指せ世界一周40,000㎞

６月５日現在の歩行距離　6,138㎞



　代 表 者：代表取締役　村山　新治
　所 在 地：十日町市姿甲309-8
　連 絡 先：☎758-4102　
　U　R　L：http://d-panel.jp/
　従業員数：13人
　事業内容：住宅用パネル製造
　　　　　　（合板、枠材、断

熱材の加工、組立）
　採用計画：若干名
　理念/方針：安心、安全な家づ
　　　　　　くりに貢献

株式会社　ドリームパネル
　代 表 者：代表取締役　樋口　孝夫
　所 在 地：十日町市辰甲819-1
　連 絡 先：☎752-6452
　従業員数：30人（中里工場含む）
　事業内容：デジタル複合機・電子部品の組立や検査
　　　　　　クラッチギア完成

品組立
　採用計画：若干名
　理念/方針：自分の職場は自ら

の創意工夫で維持
発展させていく

アルファー　株式会社

老若男女約200人が一斉にラジオ体操

宮中取水ダムで、そ上実験

　６月７日㈪、JR信濃川発電所宮中取水ダム魚道で魚
類そ上調査が行われました。来年度改築予定の宮中取水
ダム魚道で、魚類のそ上のしやすさを把握するため、魚
道に体長５〜６cmほどのアユの稚魚1,800尾を放流し、
上流側への到達数を調べました。３日間の調査の結果、
アユの稚魚は３尾でしたが、下流からのそ上と考えられ
る魚類10種、約130個体も確認されました。その後、調
査を17日㈭まで継続しました。改築後も調査を実施し、
その効果が検討されます。

　６月16日㈬、市総合体育館で十日町軽スポーツクラブ結成30
周年記念事業のラジオ体操指導者講習会が開催されました。十日
町軽スポーツクラブは、高齢者の健康増進と会員同士の親ぼくを
図ろうと65歳以上の人を対象にスタートし、今年で30周年を迎
えます。毎週水曜日に市民体育館で活動をする際、ストレッチの
ほかにラジオ体操第１・第２で準備運動をしていることから、今
回の講習会が計画されました。当日は、講師にＮＨＫテレビのラ
ジオ体操でおなじみの岡本美佳さん、アシスタントに藤本直美さ
んを迎え、クラブ会員のほかに西小学校５・６年生や体育協会関
係者など約200人が参加して心地よい汗を流しました。

　

６
月
４
日
㈮
、
な
ご
み
の
家
で
障
が
い

者
歯
科
健
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
健

診
は
、
歯
の
衛
生
週
間
の
事
業
と
し
て
、

平
成
14
年
度
か
ら
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

歯
科
医
師
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
下
条
歯
科
医
院
と
中
町
歯
科
医
院
の

歯
科
医
師
が
診
察
を
行
い
、
な
ご
み
の
家

と
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
の
利
用
者
87

人
が
受
診
。
受
診
者
の
口
腔
内
の
状
態
は

年
々
良
く
な
っ
て
い
て
、
口
腔
衛
生
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く
口
を
開
け
て
　
障
が
い
者
歯
科
健
診

アルファー　株式会社

株式会社　ドリームパネル

昭和62年に電子部品の組立工場として開業。大手部品メーカーからテー

プレコーダー用ヘッドの組み立てを請け負いました。その後、自社の生産技

術を生かして二つ折りタイプの携帯電話のヒンジ（ちょうつがい）などの機

構部品の組み立てに特化し、多くの製品メーカーへ供給してきました。

現在は、その製造技術を応用し、プリンター用クラッチギアの組み立てや、

ミクロン単位の計測が可能なデジタル精密計測機の組み立てを請け負ってい

ます。昨今のモデルチェンジの早さや高機能化、世界情勢の変化などで産業

界は厳しい状況下にありますが、会社が蓄積したノウハウと、高い技術力を

持つ従業員に支えられ、取引先から高い評価を得ています。

今後は、世の中にある優れた部品の用途開発にも取り組み、技術提案力を

高め、「付加価値製造会社」を目指します。これからも仕事を通じて人材を

磨き、顧客に魅力ある価値を提供し、信頼される会社としてモノづくりをと

おして十日町市を世界に発信していきます。

平成６年に創業。これまでのパネル工法は、規格化したパネルを使用す

ることが多く、デザインや設計に制約を受けていましたが、ドリームパネ

ルの製品はすべてオーダーメードであるため、設計の自由度が格段に向上

しました。構造材に対してジャスト寸法のパネルを製造することで、気密

性・断熱性に優れ、パネル自体が筋交いと同等以上の性能を持つため耐久

性が高く、国土交通省の長期優良住宅にも対応しています。また、それぞ

れの住宅に合わせた形状で納品するため、建設現場でパネルを加工する手

間が無くなり、工期の短縮や切れ端ゴミの出ないエコな住宅づくりにも貢献し

ています。これまで県内外でおよそ3,700棟の供給実績があり、市の施設では

昨年完成した八幡田住宅にも生かされています。

現在、作業現場での安全性に配慮し、特に屋根パネルの製造にも力を入れて

います。パネルは建物が完成すると見えなくなりますが、縁の下の力持ちとし

て、これからも快適でエコな住環境の整備を進めていきます。

〜部品調達から組立・検査・梱包出荷まで一貫した生産ができる電子
部品組立会社です。高い技術力と自在な対応力で多品種少量生産、
短納期、複雑な製造工程に対応し、顧客の要望に応えます〜

～工務店など建設業者向けの住宅用耐震断熱パネルの製造を手掛けています。すべてオ
ーダーメードで生産し、「在来軸組＋パネル工法」を中心にさまざまな工法に対応し
ています。地震や自然災害に強く、安心･安全で丈夫な家づくりをサポートします～
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画政策課広報広聴係
（☎757─3112）へ、気軽にお寄せく
ださい。

tokamachi topics
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで
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健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、

育
て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。

１
日
目
は
パ
パ
の
お
む
つ
交
換
練

習
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
パ
パ

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
７
月
12
日
㈪
・
26
日
㈪
午
後
１

時
15
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
十

日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

隣
）
●
対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
家
族

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
５
日

㈪
ま
で
に
健
康
支
援
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

第
２
回
楽
楽
会

　
期
間
中
は
夕
方
か
ら
ぼ
ん
ぼ
り

が
と
も
さ
れ
ま
す
の
で
、
夕
涼
み

に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
30

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま

す
。
●
期
間
＝
７
月
１
日
㈭
〜
31

日
㈯
●
催
し
＝
▼
野
点
（
１
セ
ッ

ト
４
０
０
円
）

：

７
月
３
日
㈯
・

４
日
㈰
・
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
17

日
㈯
・
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
▼
30

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
八
箇
太
鼓
、

こ
ゆ
き
座
チ
ン
ド
ン
芸
、
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
な
ど
）

：

７
月
10
日
㈯

午
後
４
時
〜
※
雨
天
の
場
合
は
旧

八
箇
小
学
校
●
問
合
せ
＝
八
箇
地

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
７
月
17
日
㈯
〜

19
日
（
海
の
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
●
会
場
＝
本
町
分
庁
舎
●

対
象
＝
満
15
歳
以
上
で
全
日
程
に

参
加
で
き
る
人
●
定
員
＝
先
着
30

人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
９

日
㈮
ま
で
に
日
赤
十
日
町
市
地
区

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７
５

０
―
５
０
１
０
）

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

　
介
護
の
悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て

専
門
家
を
交
え
て
話
し
合
い
、
同

じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
と
い
っ

し
ょ
に
理
解
を
深
め
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
７

月
９
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※
事
前
相
談
に
よ
り
送
迎
可
●
参

加
費
＝
無
料
●
テ
ー
マ
＝
「
家
族

で
で
き
る
介
護
予
防
」
●
会
場
・

申
込
み
・
問
合
せ
＝
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
（
☎

キ
ナ
ー
レ
オ
ー
プ
ン

７
周
年
イ
ベ
ン
ト

●
期
日
＝
７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
▼
両

日
と
も
明
石
の
湯
入
館
料
３
０
０

平成22年度　博物館講座

新潟県の考古学最前線

●時　間：各回とも午後１時30分〜３時30分

●受講料：無料　※申込み不要

●会場・問合せ：博物館　☎757-5531

　
お
米
の
話
を
聞
い
て
、
米
粉
ピ

ザ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
７
月
６
日
㈫
午
前
９
時
〜
午

期日 内　容 講　師

７月
３日㈯

新潟県の縄文時代遺跡
―近年の発掘調査　
　　成果を中心に―

渡邊裕之さん
（県教育庁文化行政課）

７月
10日㈯

弥生時代研究の現
い

在
ま 古澤妥史さん

（阿賀野市教育委員会）

７月
17日㈯

越後で古墳が造られたころ
―魚沼地方の　　　

　古
こ

墳
ふん

人
びと

の暮らし―

尾崎高宏さん
（県埋文調査事業団）

　今年の博物館講座は、県内で活躍してい

る研究者を講師に招いて、縄文時代から古

墳時代の最新の研究成果を学びます。

八
箇
あ
じ
さ
い
公
園

あ
じ
さ
い
花
ま
つ
り

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

消
費
者
力
ア
ッ
プ
講
座

後
１
時
●
会
場
＝
四
季
彩
館
ベ
ジ

ぱ
ー
く
●
受
講
料
＝
５
０
０
円
●

定
員
＝
先
着
25
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
１
日
㈭
ま
で
に
市
民

生
活
課
交
通
生
活
係
（
☎
７
５
７

―
３
７
４
０
）

教
科
書
展
示
会

　
23
年
度
使
用
の
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま

す
。
展
示
期
間
以
降
も
通
年
で
書

架
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
１
日
㈭
ま
で
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
７
時
（
日
曜
日
・
祝

日
は
５
時
ま
で
）
※
月
曜
日
休
館

●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
十

日
町
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
情
報
館

内
☎
７
５
６
―
５
０
１
１
）

市
民
水
泳
競
技
大
会

●
日
時
＝
７
月
25
日
㈰
午
前
８
時

20
分
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
田
沢

小
学
校
プ
ー
ル
●
参
加
資
格
＝
市

民
ま
た
は
市
内
通
勤
・
通
学
者
※

そ
の
ほ
か
の
人
は
オ
ー
プ
ン
参
加

●
参
加
費
＝
１
人
４
０
０
円
（
保

険
料
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
含
む
）
●

種
目
＝
①
競
泳
の
部

：

自
由
形
、

平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ

（
25
ｍ
は
小
学
生
、
一
般
、
50
ｍ

は
小
学
５
・
６
年
、
中
・
高
生
、

一
般
）
②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

部

：

宝
さ
が
し
、
１
０
０
ｍ
リ
レ

ー
（
小
学
４
年
以
下
、
小
学
５
・

６
年
、
一
般
）、
ボ
ー
ル
運
び
リ

レ
ー
●
申
込
み
＝
７
月
９
日
㈮
ま

で
に
、
申
込
み
用
紙
（
申
込
み
先

に
配
置
）
に
参
加
費
を
添
え
て
市

総
合
体
育
館
ま
た
は
体
力
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
●
問
合
せ

＝
市
水
泳
協
会
・
阿
部
（
☎
７
５

２
―
５
５
８
３
）

７
５
０
―
１
５
１
５
）

区
振
興
会
・
横
山
（
☎
７
５
７
―

８
７
８
１
）

　
公
開
研
究
室
や
模
擬
講
義
、
工

学
分
野
の
説
明
、
テ
ク
ノ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
長
岡
駅
前
か
ら
大
学

ま
で
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
25
日
㈰
午

●
日
時
＝
７
月
17
日
㈯
午
後
７
時

〜
（
60
分
）
●
会
場
＝
ユ
ー
モ
ー

ル
●
対
象
＝
会
員
限
定
（
当
日
入

会
も
可
）
※
入
会
金
１
家
族
１
、

 「森の学校」キョロロ
７月の里山体験プログラム

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

３日㈯午前９時30分〜正午：チョウ調査（無料）

４日㈰・11日㈰
午後１時30分〜３時：里山の生き物探険

17日㈯　※松之山温泉「地炉」集合
午後１時30分〜４時30分：花ごよみ調査（無料）

18日㈰・19日（海の日）・25日㈰・31日㈯
午後１時30分〜３時：里山の昆虫探険

24日㈯午前４時30分〜７時30分：探鳥会（無料）

25日㈰午後３時10分〜４時：昆虫標本づくり講座

長
岡
技
術
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
温
泉
に
入
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ

た
り
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。
介
護
の
ヒ
ン
ト
も
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝

７
月
12
日
㈪
午
前
11
時
〜
午
後
２

時
●
会
場
＝
千
手
温
泉
「
千
年
の

湯
」
●
参
加
費
＝
無
料
※
入
館
料
・

昼
食
代
は
各
自
で
負
担
（
昼
食
は

売
店
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
）
●

問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７
６
８
―
２

９
０
８
）

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

十
日
町
お
や
こ
劇
場

Ｃ
Ａ
Ｎ
青
芸
に
よ
る
舞
台
劇

『
未
確
認
と
も
だ
ち
物
体
』

●
日
時
＝
７
月
17
日
㈯
午
前
７
時

15
分
〜
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

第
６
回
市
長
杯
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

　
白
馬
岳
へ
の
１
泊
登
山
で
す
。

お
だ
ま
き
山
の
会
市
民
登
山

『売れる食品づくりチャレンジ会議』
に参加しませんか

　販路拡大を目指している食品について、流通関係

者やデザインの専門家などから商品の魅力や競争力

（市場性）などについてアドバイスを受けませんか。

◆期　日：11月25日㈭・26日㈮

◆会　場：ホテル日航新潟（新潟市）

◆対　象：県内に本社所在地がある中小企業で、原

　材料にこだわるなど地域の特色を生かした食品

※詳しい条件はホームページ（http://www.nico.

　or.jp）で確認してください

◆応募方法：７月16日㈮必着で応募書類（ホーム

　ページで取得可能）をＥメールまたは郵送で提出

◆申込み・問合せ：〒950-0078新潟市中央区

　万代島5-1万代島ビル９階　㈶にいがた産業創造

　機構（NICO）市場開拓チーム

　☎025-246-0044　Ｅメールshoku@nico.or.jp

星
と
森
の
詩
美
術
館

「
版
画
」
展　
大
下
百
華
◆

大
塩
紗
永
◆
辻
元
子
◆
根
岸
陽
子

　
木
版
・
銅
版
・
リ
ト
グ
ラ
フ
の

各
分
野
で
活
躍
す
る
４
人
の
女
性

版
画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

７
月
10
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
大
下

さ
ん
と
辻
さ
ん
が
来
館
し
、
作
家

本
人
が
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

７
月
の
着
付
け
教
室

　
浴
衣
の
着
付
け
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
の
毎
週
木
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
受
講

料
＝
１
回
５
０
０
円
※
浴
衣
一
式

持
参
（
有
料
貸
出
あ
り
）
●
定
員

＝
10
人
（
当
日
受
付
可
）
●
会
場
・

申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
７
）

●
期
日
＝
７
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

●
参
加
費
＝
一
般
２
３
、
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
２
０
、
０
０
０

円
●
定
員
＝
先
着
40
人
●
申
込
み

＝
７
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
申
込
み

用
紙
を
中
央
公
民
館
ま
た
は
お
だ

ま
き
山
の
会
会
員
に
提
出
（
申
込

み
用
紙
は
中
央
公
民
館
に
配
置
）

●
問
合
せ
＝
お
だ
ま
き
山
の
会
・

保
坂
（
☎
７
５
８
―
３
３
８
０
）

０
０
０
円
（
７
月
ま
で
の
入
会
に

限
り
無
料
）、
保
育
園
の
年
中
以

上
の
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
会
費

月
額
７
０
０
円
●
問
合
せ
＝
十
日

町
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
加
賀
書

院
内
☎
７
５
２
―
２
１
１
４
）

円
（
先
着
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
も
実
施
）
▼
４
日
の
み
午

前
11
時
〜
４
時

：

ね
づ
っ
ち
（
Ｗ

コ
ロ
ン
）
の
謎
か
け
や
ま
ね
だ
聖

子
の
モ
ノ
マ
ネ
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
陶
芸
・
藍
染
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
●
会
場
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

●
会
期
＝
７
月
25
日
㈰
ま
で
※
火

曜
日
休
館
●
入
館
料
＝
一
般
５
０

０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
●

会
場
・
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美

術
館
（
☎
７
５
２
―
７
２
０
２
）

ン
パ
ー
ク
●
参
加
費
＝
２
、
０
０

０
円
（
プ
レ
ー
代
、
軽
食
付
き
）

●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
７
月
12
日
㈪
ま
で

に
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て

サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
☎
７
６
８

―
４
４
１
９
）

●参加費：大人1,000円、小・中・
　高生600円（入館料込み）
　※市内小・中学生は入館料無料　
　のため参加費300円
●集合場所・問合せ
　キョロロ  ☎595-8311

26市報とおかまち　平成22年6月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年6月25日号27

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
次
の
日
程
で
、
市
役
所
本
庁
の

福
祉
課
窓
口
に
手
話
奉
仕
員
を
配

置
し
ま
す
。
庁
舎
内
で
の
窓
口
相

談
や
手
続
き
に
同
行
し
ま
す
。
●

日
時
＝
７
月
12
日
㈪
・
８
月
９
日

㈪
・
９
月
13
日
㈪
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
※
10
月
以
降
の
日
程
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
●

むし歯のないよい歯の子
５月の３歳児健診を受けた子27人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

村 山 美
み

來
く

（本町６−３） 大介

河 崎 浩
ひろ

和
かず

（稲荷町３北） 政巳

山 田 優
まさ

光
みつ

（北原） 仁志

阿 部 龍
りゅう

正
せい

（北新田２） 友也

尾 身 成
なる

陽
ひ

（春日町２） 松男

中 林 柊
しゅう

二
じ

（千歳町１） 誠

長 津 心
ここ

菜
な

（寿町２・３） 詩星

高 橋 凜
り

玖
く

（中村） 正貴

佐 藤 花
か

宝
ほう

（当間） 雅弘

佐 藤 　 響
ひびき

（発電所通り西） 昭治

滝 澤 ゆ あ （神社町） 哲也

髙 橋 　 路
みち

（坪山） 和也

山 田 明
あ

希
き

（干溝） 和人

岡 村 美
み

祐
ゆ

（倉俣） 俊也

南 雲 美
み

空
そら

（堀之内） 正幸

桜 井 　 葵
あおい

（宮中） 三紀夫

若 井 八
や

雲
くも

（松代） 悠里

山 賀 　 凪
なぎ

（青葉） 洋平

手
話
奉
仕
員
を
配
置
し
ま
す

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・

20
日
㈫
・
26
日
㈪

●
情
報
館
＝
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・

20
日
㈫
・
26
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
20
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
14
日
㈬
・

28
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
６
月
は
市
・
県
民
税
第
１
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
、
介
護

保
険
料
第
３
期
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
第
３
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
６
月
30
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
・
市
民
生
活
課

６
月
の
納
税
・
納
付

７
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
清
津
川
の
水
流
を
守
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
植
林
し
た
ブ
ナ
林
の
草

刈
り
を
行
い
ま
す
。
山
菜
汁
の
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝

７
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
23
年
４
月
に
入
学
す
る
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。【
学
科
】

●
定
員
＝
稲
作
経
営
学
科
40
人
程

度
、
園
芸
経
営
学
科
30
人
程
度
、

畜
産
経
営
学
科
10
人
程
度
●
受
験

資
格
＝
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
来
春
卒

業
見
込
者
含
む
）【
研
究
科
】
●

定
員
＝
就
農
者
コ
ー
ス
・
指
導
者

コ
ー
ス
合
計
10
人
●
受
験
資
格
＝

農
業
大
学
校
学
科
ま
た
は
農
業
課

程
履
修
の
短
期
大
学
を
卒
業
し
た

人
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）
●

問
合
せ
＝
県
農
業
大
学
校
（
☎
０

２
５
６
―
72
―
３
１
４
１
）

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第

16
節
対
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
（
自
由
席
）

に
ご
招
待
し
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
最

新
情
報
は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
●
日
時
＝
７
月
31
日
㈯

午
後
７
時
〜
●
会
場
＝
東
北
電
力

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
●
募

集
人
数
＝
２
０
０
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
●
応
募
条
件
＝

市
内
在
住
●
応
募
方
法
＝
往
復
は

が
き
に
①
７
月
31
日
東
京
②
住
所

③
氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ

ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）

を
記
載
し
、
返
信
用
表
面
に
自
分

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
送
付

（
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
）
※

可
否
は
７
月
23
日
㈮
こ
ろ
に
返
信

用
は
が
き
で
通
知
●
応
募
・
問
合

せ
＝
〒
９
５
０
―
０
９
５
４
新
潟

市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１
―
10
ア

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

２
０
１
０
小
松
原
水
づ
く
り
の
森

草
（
笹
）
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
●
対
象

＝
高
校
生
・
高
専
生
・
短
大
生
・

中
学
生
、
先
生
、
保
護
者
な
ど
●

参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
方
法
＝

７
月
15
日
㈭
ま
で
に
、「
郵
便
番

号
」「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番

号
」「
学
校
・
学
科
・
学
年
」「
無

料
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無(
有
の

場
合
は
長
岡
駅
と
記
入
）」
を
明

記
し
、
電
子
メ
ー
ル
・
は
が
き
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
を
送
付
●
会

場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
〒
９
４

０
―
２
１
８
８
長
岡
市
上
富
岡
町

１
６
０
３
―
１
長
岡
技
術
科
学
大

学
入
学
試
験
第
２
係
（
☎
０
２
５

８
―
47
―
９
２
５
８
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

５
８
―
47
―
９
０
７
０
Ｅ
メ
ー
ル

n
k
oh

o@
jcom

.n
ag

aok
au

t.ac.jp

）

後
２
時
●
集
合
＝
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
第
２
駐
車
場
●
参
加

費
＝
無
料
●
持
ち
物
＝
昼
食
、
飲

み
物
、
軍
手
、
雨
具
、
草
（
笹
）

刈
り
道
具
●
問
合
せ
＝
ふ
る
さ
と

清
津
川
を
守
る
会
・
藤
ノ
木
（
☎

７
６
３
―
３
７
６
１
）

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試

合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎
０
２
５

―
２
８
２
―
０
０
１
１
）

新
潟
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
ま
す

毎
月
６
日
・
９
日
は

「
６ロ

・ッ

９ク

の
日
」
！

　
県
警
で
は
12
月
ま
で
、
毎
月
６

日
と
９
日
を
「
ロ
ッ
ク
の
日
」
に

指
定
し
、
鍵
か
け
に
よ
る
盗
難
被

害
防
止
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
昨
年
発
生
し
た
主

な
窃
盗
事
件
の
う
ち
、
鍵
か
け
を

し
て
い
な
か
っ
た
事
例
が
約
６
割

を
占
め
、
十
日
町
署
管
内
で
も
盗

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
試
験
の
受
験
手
引
き
を
配
布
し

ま
す
。
●
期
間
＝
７
月
１
日
㈭
〜

23
日
㈮
●
配
布
場
所
＝
市
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所
●
問
合

せ
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
事

業
所
（
☎
７
５
０
―
５
０
１
２
）

悪
臭
の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

　
梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て
、
悪

臭
へ
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
悪
臭
の
原
因
の
多
く
は
、
野

積
み
さ
れ
た
た
い
肥
や
き
の
こ
の

廃
菌
床
な
ど
で
す
。
悪
臭
は
た
い

肥
や
廃
菌
床
が
発
酵
す
る
と
き
に

出
ま
す
の
で
、
発
酵
を
促
す
雨
水

が
当
た
ら
な
い
よ
う
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
な
ど
を
か
け
て
防
止
し
て

く
だ
さ
い
。
悪
臭
の
原
因
と
な
る

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
「
受
験
の

手
引
き
」
を
配
布
し
ま
す

　
川
で
遊
ぶ
と
き
に
は
、
河
川
水

位
や
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
な
ど
を
携
帯
電
話
な
ど
で

確
認
し
、
急
な
増
水
に
備
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
危
険
な
場
所
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
、
雨
が

降
り
始
め
た
と
き
な
ど
は
早
め
の

避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
●
携

帯
サ
イ
ト
＝
▼
河
川
水
位
、
降
雨

状
況
情
報

：h
ttp

://d
o
b
o
k
u
-

b
o

u
s
a

i.p
r
e
f.n

iig
a

ta
.jp

/

k
a
sen

_m
/

▼
土
砂
災
害
警
戒
情

　
薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
普
及
運
動
が
、
６
月
20

日
㈰
か
ら
７
月
19
日
（
海
の
日
）

に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬

物
乱
用
問
題
は
全
世
界
的
な
広
が

り
を
見
せ
、
人
間
の
生
命
は
も
と

よ
り
、
社
会
や
国
の
安
全
・
安
定

を
脅
か
す
な
ど
、
人
類
が
抱
え
る

最
も
深
刻
な
社
会
問
題
の
一
つ
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
社
会
が
一

丸
と
な
っ
て
薬
物
乱
用
の
撲
滅
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
☎
７

５
７
―
９
７
６
４
）

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
は

薬
物
乱
用
防
止
の
合
言
葉

　
県
で
は
６
月
１
日
㈫
〜
８
月
31

日
㈫
の
間
、
農
薬
危
被
害
防
止
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
改
正
農

薬
取
締
法
に
よ
り
、
無
登
録
農
薬

の
使
用
や
、
使
用
基
準
に
違
反
し

て
農
薬
を
使
う
こ
と
は
罰
則
付
き

で
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
農
薬
を
使

用
す
る
と
き
は
、
使
用
者
・
周
辺

住
民
の
健
康
や
周
辺
環
境
に
配
慮

し
、
危
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
２
０
）

農
薬
危
被
害
防
止
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

難
被
害
に
遭
っ
た
バ
イ
ク
の
約
６

割
、
自
転
車
の
８
割
以
上
が
無
施

錠
で
、
鍵
か
け
の
意
識
が
低
い
と

い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
鍵
を

か
け
、
夜
間
に
無
人
と
な
る
事
務

所
な
ど
で
も
鍵
か
け
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
動
車
な
ど
か

ら
離
れ
る
と
き
は
短
時
間
で
も
必

ず
ロ
ッ
ク
を
し
、
現
金
や
貴
重
品

を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
や
バ
イ

ク
を
止
め
る
と
き
は
、
ワ
イ
ヤ
ー

錠
な
ど
に
よ
る
ツ
ー
ロ
ッ
ク
が
基

本
で
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警

察
署
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
０
）

川
で
遊
ぶ
と
き
は
急
な

増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

皆さんが所属する団体の会報や
機関紙を提供してください！

　市民団体やサークルの会報・機関紙は、

市民の活動を伝える大切な情報発信源であ

り、未来に残すべき貴重な財産です。情報

館では、こうした会報や機関紙を収集し、

多くの皆さんから閲覧してもらい、しっか

りと保存して後世に伝えていきたいと考え

ています。ぜひご協力をお願いします。

■収集対象：市内で活動する市民団体や地

　域団体の会報・機関紙などの発行物

■希望提供部数：閲覧用と保存用の２部

　　　　　　　　（１部でも可）

※継続的に提供してもらえると助かります

※バックナンバーもぜひいっしょに提供し

　てください

■問合せ：情報館　☎750-5100

　
第
二
次
世
界
大
戦
で
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
の
人
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）
へ
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
本
人
や
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
請
求
期
限
＝
23
年
３
月
31
日
㈭

●
問
合
せ
＝
総
務
省
大
臣
官
房
総

務
課
管
理
室
業
務
担
当
（
☎
03
―

５
２
５
３
―
５
１
８
２
）

問
合
せ
＝
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
８
２
）

物
を
不
法
投
棄
し
た
場
合
は
罰
せ

ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
●
相
談
・
問
合
せ
＝
環
境
衛

生
課
（
☎
７
５
２
―
３
９
２
４
）

報

：h
ttp

://d
o
b
o
k
u
-b

o
u
sa

i.

p
re

f.n
iig

a
ta

.jp
/sa

b
o
u
_
m

/

●

問
合
せ
＝
県
土
木
部
河
川
管
理
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
１

４
）
ま
た
は
砂
防
課
（
☎
０
２
５

―
２
８
０
―
５
４
２
４
）
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十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

▼
常
用
漢
字
が
追
加
さ
れ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
先
日
、
新
聞
に
大
き
く
出
て

い
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
で
「
書
け

な
く
て
も
読
め
る
」
と
し
て
、
難
し
い
漢

字
が
ず
い
ぶ
ん
追
加
さ
れ
た
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。（
せ
）
は
漢
字
の
画
数
が
多
く

な
る
と
、「
書
け
な
い
、
読
め
な
い
」
と

い
う
困
っ
た
状
況
に
陥
り
ま
す
。
学
校
現

場
で
は
、
先
生
も
生
徒
も
こ
れ
か
ら
大
変

な
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

▼
北
陸
地
方
も
梅
雨
入
り
し
て
、
う
っ
と

お
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
大
雪
だ
っ
た
せ
い
か
、
わ
が
家
の
わ
ず

か
な
田
ん
ぼ
も
今
の
と
こ
ろ
水
不
足
の
心

配
は
な
い
よ
う
で
す
。
集
中
豪
雨
な
ど
災

害
の
な
い
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
最
近
は
運
動
不
足
な
の
で
、
毎
朝
、

田
ん
ぼ
の
水
を
見
に
出
か
け
る
の
が
日
課

に
な
っ
て
い
ま
す
。
朝
の
新
鮮
な
空
気
を

吸
っ
て
、
あ
ぜ
端
を

歩
く
の
は
実
に
気
持

ち
が
い
い
で
す
ね
。

▼
最
近
毎
朝
、
家
の
近
く
で
ア
カ
シ
ョ
ウ

ビ
ン
が
鳴
く
声
で
目
を
覚
ま
し
ま
す
。
鳴

き
声
が
近
い
の
で
〝
外
に
出
た
ら
姿
が
見

え
る
か
〟
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
起
き
ら

れ
ず
に
い
る
と
、
そ
の
う
ち
ど
こ
か
に
移

動
し
て
し
ま
う
よ
う
で
声
が
聞
こ
え
な
く

な
り
ま
す
。

▼
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
始
ま
り
、
寝
不
足

の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
か
ら
矢
野
選
手
が
代
表
メ
ン

バ
ー
に
入
り
、
カ
メ
ル
ー
ン
戦
で
は
後
半

37
分
か
ら
出
場
し
て
自
分
の
持
ち
味
を
発

揮
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
睡
魔
に
勝
て

ず
、
寝
て
し
ま
っ
た
（
久
）
で
し
た
。
今

号
の
市
報
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
、
決
勝
リ
ー
グ
進
出
チ
ー
ム
が
決

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
テ
レ

ビ
で
日
本
チ
ー
ム
を

応
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

(せ)

●日　時　毎週火曜日　午前10時〜11時
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館　
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　10日㈯　午前10時〜11時
●会　場　下条公民館
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなし「たまてばこ」
●日　時　８日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　17日㈯　午後２時〜２時40分
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　17日㈯　午前10時〜11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　３日㈯・10日㈯・24日㈯・31日㈯ 午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　３日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽松代支所　　２日㈮　  ▽松之山支所　６日㈫
▽中里支所　　16日㈮　 ▽川西支所　　20日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
●日　時　10日㈯　午後７時30分〜
●会　場　中里公民館　●内　容「恐いおはなし」
●対　象　園児〜小学６年生
●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　１日㈭・８日㈭・15日㈭・29日㈭　午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

　本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　14日㈬　午後６時〜８時

●会　場　十日町保健センター（市役所隣）

●医　師　山下医師（山下メンタルクリニック）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係　☎757-9764

●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

７日㈬　中条公民館　　　　午前10時〜正午

　　　　　　〃　　　　　　午後１時〜３時

23日㈮　十日町砂利㈱　　　午前10時〜11時30分

　　　　十日町地域振興局　午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　１日㈭・15日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】28日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】17日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所

●法律相談
　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　14日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費者相談
　電話で市民生活課交通生活係へ予約可
　毎週月曜日　午後１時30分〜４時※19日㈷は休み
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　８日㈭・22日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●ちびっこひろば

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

21日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年３月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

22日㈭
午前９時
　〜９時30分

21年９月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

14日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年１月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

21日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年１月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

15日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年１月生
まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ２日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 16日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

７日㈬ 子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

８日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保育園 午前９時〜11時

28日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

30日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

５日㈪・26日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜11時30分

８日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

13日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

16日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

20日㈫ 松代支所 午前9時〜11時

23日㈮ 下条公民館 午前9時30分〜11時30分

26日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前9時〜11時30分

30日㈮ 中条公民館 午前9時30分〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

●休日救急医

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

たかき医院 土市５ 758-2361

津南病院 津南町 765-3161

本町クリニック 本町３ 750-1160

小林内科医院 中町 752-7155

庭野医院 寿町４ 752-2711

富田医院 発電所通り西 761-0200

19日㈷

11日㈰

18日㈰

４日㈰

25日㈰

(久)
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　「
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
十
日
町

で
キ
ャ
ン
プ
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

市
内
で
も
以
前
よ
り
は
サ
ッ
カ
ー
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
話
す
の
は
、
J
A
C
K
の

柳
幸
枝
さ
ん
（
山
野
田
）。
柳
さ
ん
は
、

15
年
前
に
友
人
の
勧
め
が
き
っ
か
け
で

J
A
C
K
に
入
り
、
今
は
チ
ー
ム
を
支
え

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
は
毎
週
夜
２
回
、
市

総
合
体
育
館
と
西
小
学
校
体
育
館
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
J
A
C
K
に
登
録
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
は
、
女
子
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

し
て
出
場
が
認
め
ら
れ
る
中
学
生
か
ら
大

人
ま
で
の
12
人
。
こ
の
ほ
か
小
学
校
中
学

年
か
ら
高
学
年
の
児
童
も
チ
ー
ム
に
参
加

し
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
柳
さ
ん
は
、「
世
界
の
代
表
チ
ー
ム
が

キ
ャ
ン
プ
し
た
こ
と
な
ど
、
こ
こ
に
は

整
っ
た
環
境
が
あ
り
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
誇
り
に
し
て
、
多
く

の
人
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
続

け
て
柳
さ
ん
は
、「
細
く
と
も
長
く
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
協
力
し
て
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
た
ち
の
世
代
を
支
え
て
い
き
た
い
で

す
。
た
と
え
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
な
く
と
も
、

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
興
味
の
あ
る
人
は
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

₂₇

楽
し
く
・
長
く
・
に
ぎ
や
か
に

●
問
合
せ
　
柳
　
幸
枝
　

　
☎
０
９
０

｜

３
９
８
０

｜

６
４
１
９

十
日
町
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
J
A
C
K

　「楽しく活動」がモットーのJACK。クロアチアピッチをバックに記念撮影。

　５月９日㈰、クロアチアピッ
チで行われたサッカー日本女子
代表チームのサッカースクール
に参加しました。

　毎週行っている練習風景。
男性のコーチ陣からアドバイ
スを受けます。

　

郡
市
内
初
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
18
年
前
に
設
立
し
た
十
日
町
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
J
A
C
K
。
元
気
の
あ
る
女
子
が
毎
週
２
回
充
実
し
た
練
習
で
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
２
年
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
を
始
め
、

J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
、
U

－

20
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
キ
ャ
ン
プ
し
た
こ
の
地
を
誇
り
に
、

次
世
代
へ
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
や
幅
広
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
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